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四番町歴史民俗資料館が日比谷図書文化館へ移転 

千代田の歴史と文化を知る・学ぶ
　

四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
機
能
を
移
転
し
、
図
書
館

と
博
物
館
を
融
合
し
た
区
の
文
化
施
設
と
し
て
、
新
た
に

﹁
日
比
谷
図
書
文
化
館
﹂が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

常
設
展
示
室
を
中
心
に
、
そ
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

問
合
せ　

日
比
谷
図
書
文
化
館
文
化
財
事
務
室

1
３
５
０
２

－

３
３
４
８

新
た
な
歴
史
・
文
化
情
報
の
発
信
拠
点

　

区
は
、
こ
れ
ま
で
四
番
町
歴
史
民

俗
資
料
館
を
拠
点
に
、
展
示
や
講
演

会
な
ど
を
通
じ
て
千
代
田
の
歴
史
と

文
化
の
紹
介
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
比
谷
図
書
文
化
館
に
拠
点
を
移

し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
は
図
書
館

部
門
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
歴
史

展
示
会
の
充
実
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

住�

所　

日
比
谷
図
書
文
化
館（
日
比

谷
公
園
１

－４
）

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー「
頭
が
い
い
人
、�

悪
い
人
の
話
し
方
」の
著
者
、樋
口�

裕
一
さ
ん
を
招
き
、
著
者
と
の
対

話
・
参
加
者
同
士
の
対
話
か
ら
本

の
魅
力
を
立
体
的
に
広
げ
ま
す
。

と�

き　

2
月
1
日
㈬
19
時
～
21
時

会�

場　

日
比
谷
図
書
文
化
館
1
階

シ
ョ
ッ
プ
＆
カ
フ
ェ

定
員　

30
名（
申
込
順
）

千
代
田
に
み
る
都
市
江
戸
・
東
京
の
歴
史

常
設
展

特
別
展
関
連
講
座

　

日
比
谷
図
書
文
化
館
1
階
の
常
設

展
示
室
で
は「
環
境
・
人
間
・
都
市
」

を
軸
に
、
次
の
5
つ
の
テ
ー
マ
で
千

代
田
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
し
て
い

ま
す（
入
場
無
料
）。

開�

設
時
間　

10
時
～
22
時（
土
曜
は

19
時
ま
で
／
日
曜
・
祝
日
は
17
時

ま
で
）

休�

館
日　

毎
月
第
3
月
曜
・
年
末
年

始
■
Ⅰ　

発
掘
さ
れ
た
く
ら
し
と
環
境

　

平
成
14
年
、
首
相
官
邸
が
建
設
さ

れ
る
際
に
剥
ぎ
取
っ
た
地
層
の
標

本
を
展
示
し
、
永
田
町
付
近
が
海
で

あ
っ
た
縄
文
時
代
か
ら
幕
末
ま
で
の

環
境
の
変
化
、生
活
の
歴
史
を
紹
介
。

　

特
別
展
示
室（
１
階
）で
3
月
11
日

㈰
ま
で
開
催
中
の
特
別
展
の
関
連
講

座
を
行
い
ま
す
。

と
き
・
内
容　

下
図
表
の
と
お
り

会�

場　

日
比
谷
図
書
文
化
館
4
階
小�

ホ
ー
ル（
③
の
み
地
下
1
階
大

ホ
ー
ル
）

定�

員　

各
回
50
名（
③
の
み
150
名
・
い�

ず
れ
も
申
込
順
）

参
加
費　

各
回
200
円（
受
講
料
）

申�

込
み　

各
回
の
前
日（
必
着
）ま
で

に
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル（
５
面
参
照
）に
受
講

文
化
都
市
千
代
田

―
江
戸
の
中
心
か
ら
東
京
の
中
心
へ
―

　

私
た
ち
に
で
き
る
環
境・温
暖
化�

防
止
対
策
は
、ま
だ
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
区
民
・
企
業
・
大�

学
そ
し
て
区
が
互
い
に
連
携
し
、

エ
コ
な
活
動
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

2
月
24
日
㈮

会�

場　
区
民
ホ
ー
ル（
区
役
所
1
階
）

内
容　

下
図
表
の
と
お
り

定
員　

100
名（
申
込
順
）

申�

込
み　

2
月
17
日
㈮
ま
で
に
電�

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル（
5
面
参�

照
）で
環
境
・
温
暖
化
対
策
課

普
及
啓
発
係（
1
５
２
１
１

－

４
２
５
３

kankyou-
ondanka@

city.chiyoda.
lg.jp

）へ
。

※�

各
部
の
参
加
者
に
、
エ
コ･

ア

ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト（
3
面
左�

下
参
照
）100
ポ
イ
ン
ト
を
配
付

千
代
田
区
環
境
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

つ
な
が
る
、ひ
ろ
が
る
、エ
コ
の
環

２
月
24
日
㈮

▲家光時代の江戸城天守が描
  き込まれた江戸図屏風（複製）
    原資料：国立歴史民俗博物館

▼解説する「バーチャル侍」

日
比
谷
図
書
文
化
館
そ
の
他
の
催
し

日
比
谷
カ
レ
ッ
ジ
ブ
ッ
ク
ダ
イ
ア
ロ
グ

～
本
か
ら
対
話
を
深
め
よ
う
～

出�

演　

西
村
勇
也
さ
ん（
ダ
イ
ア

ロ
グ
Ｂａ
ｒ
代
表
）／
ゲ
ス
ト

＝
樋
口
裕
一
さ
ん（
作
家
）

参�

加
費　

2
千
500
円（
茶
菓
付
）

申�

込
み　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル�

（
5
面
参
照
）で
日
比
谷
図
書
文�

化
館（
1
３
５
０
２

－３
３
４
０

college@
hibiyal〈

エ
ル
〉.�

jp

）へ
。

第 1部（17時～ 17時20分）
CES活動の実践報告会

CES（千代田エコシステム）は、区にかかわる全ての人々が
取り組める環境マネジメントシステムです。今年度実施し
た大学や企業の地球温暖化防止活動について報告します。

第2部（17時20分～ 17時50分）
温暖化配慮行動計画書制度表彰式

平成23年度の温暖化配慮行動計画書兼報告書を提出した事
業所の中で、優良な取り組みを表彰します。

第3部（18時～19時30分）
平井史生さん講演会
｢千代田区から考える気候変“暖”」

お天気キャスターとしておなじみの平井史生さん（気象予
報士）＝写真＝が異常気象や環境問題、身近な省エネについ
て講演します。

▲ 中世の日比谷入江をイメージしたジオラマ
　（日比谷図書文化館常設展示室）

▲平井史生さん

希
望
日
を
記
入
し
日
比
谷
図
書
文

化
館
文
化
財
事
務
室（
〒
100

－

0012

日
比
谷
公
園
１

－４
1
３
５
０
２

－

３
３
４
８

３
５
０
２

－

３
３
６
１

rekim
in@
vesta.

ocn.ne.jp

）へ
。

■
Ⅱ　

日
比
谷
入
江
と
中
世
千
代
田

　

日
比
谷
入
江
の
景
観
を
ジ
オ
ラ
マ

で
再
現
し
、中
世
の
千
代
田
を
紹
介
。

■
Ⅲ　

将
軍
の
城
づ
く
り

　

徳
川
家
康
・
秀
忠
・
家
光
の
3
代

の
江
戸
城
築
城
と
城
下
の
整
備
を
紹

介
。
ま
た
、
江
戸
城
で
行
わ
れ
た
幕

府
の
儀
式
や
大
名
の
登
城
の
様
子
を�

「
バ
ー
チ
ャ
ル
侍
」が
解
説
＝
写
真
左
。

■
Ⅳ　

江
戸
か
ら
東
京
へ

　

江
戸
の
四
季
の
風
景
を
背
景
に
、

江
戸
中
後
期
か
ら
明
治
維
新
に
か
け

て
の
歴
史
を
展
示
。

■
Ⅴ　

ま
ち
の
歴
史

　

千
代
田
を
4
つ
の
地
域
に
分
け
て

近
世
か
ら
近
代
の
歴
史
を
紹
介
。
各

地
域
の
特
徴
を
示
す
古
写
真
や
歴
史

民
俗
資
料
な
ど
を
展
示
。
ま
た
、
区

内
の
文
化
財
や
名
所
を「
千
代
田
ま

ち
歩
き
マ
ッ
プ
」で
案
内
。

▲特別展関連講座　※いずれも14時30分～16時30分

と　き テーマ・講師

① 2月8日㈬ 寺社空間の変貌��滝口正哉(区文化財調査指導員 )

② 15日㈬ 江戸の町方の明治維新��加藤貴さん(早稲田大学非常勤講師 )

③ 18日㈯ 文化財講演会�「江戸から明治へ～文化の近代化」��竹内誠さん(江戸東京博物館館長 )

④ 22日㈬ 幕末維新にみる「千代田」の庶民教育��石山秀和さん(立正大学非常勤講師 )

⑤ 29日㈬ 天下祭の幕末・近代��福原敏男さん(武蔵大学教授)

⑥ 3月7日㈬ 明治を生きた旧幕臣��樋口雄彦さん(国立歴史民俗博物館教授)
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平
成
23
年
分 

確
定
申
告
は
お
早
め
に

◆
所
得
税  

2
月
16
日
㈭
～
3
月
15
日
㈭

◆
贈
与
税  
2
月
1
日
㈬
～
3
月
15
日
㈭

◆
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消
費
税

   

4
月
2
日
㈪
ま
で

　

確
定
申
告
書
は
、
自
分
で
作
成
し

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

書
の
作
成
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■�

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
の
申

告
、
納
税
が
で
き
ま
す
。e

－Ｔａ
ｘ

で
所
得
税
の
申
告
を
行
う
と
、
次
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

・�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

申
告
が
で
き
る

・�

最
高
４
千
円
の
税
額
控
除（
平
成

19
年
分
～
平
成
24
年
分
の
確
定
申

告
で
い
ず
れ
か
1
回
。
平
成
24
年

分
は
最
高
３
千
円
）が
受
け
ら
れ

る
・
添
付
書
類
の
提
出
が
省
略
で
き
る

・�

還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー（
３
週
間

程
度
に
短
縮
）に
受
け
ら
れ
る

　

詳
し
く
は
e

－Ｔａ
ｘ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.e-tax.nta.

go.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■�

所
得
税
・
贈
与
税
・
個
人
消
費
税

の
確
定
申
告
書
作
成
・
提
出
会
場

　

麴
町
・
神
田
税
務
署
の
申
告
書
作

成
会
場
は
、
東
京
国
税
局（
大
手
町

１

－

３

－

３
大
手
町
合
同
庁
舎
３

号
館
１
階
共
用
講
堂
）で
す
。
会
場

で
は
、
①
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
申
告
書

作
成
、
②
税
務
署
員
と
税
理
士
に
よ

る
申
告
書
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
③

e

－Ｔａ
ｘ
に
よ
る
申
告
、
④
申
告

書
の
提
出（
納
税
地
が
千
代
田
区
内

の
場
合
）な
ど
が
で
き
ま
す
。

期�

間　

2
月
1
日
㈬
～
3
月
15
日
㈭

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
た
だ
し
、

2
月
19
日
㈰
・
26
日
㈰
は
開
場
）

受�

付
時
間　

8
時
30
分
～
16
時（
提

出
は
17
時
ま
で
）

相
談
時
間　

9
時
15
分
～
17
時

※�
期
間
中
、
麴
町
・
神
田
税
務
署
に

申
告
書
作
成
会
場
は
設
置
し
て
い

ま
せ
ん（
作
成
済
み
の
申
告
書
の

提
出
は
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
き

受
け
付
け
て
い
ま
す
）。

申
告
等
が
必
要
な
方

■
所
得
税
の
申
告

▼�

平
成
23
年
分
の
各
種
所
得
金
額
の

合
計
額
か
ら
、
基
礎
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
金
額
を

基
に
計
算
し
た
税
額
が
、
配
当
控

除
額
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

額
の
合
計
額
を
超
え
る
方

※�

日
本
の
居
住
者（
永
住
者
）は
、
所�

得
の
生
じ
た
場
所
が
国
の
内
外
を

問
わ
ず
、
そ
の
す
べ
て
の
所
得
に�

つ
い
て
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り�

ま
す
。

▼
給
与
所
得
の
あ
る
方

①�

給
与
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超

え
る
方

②�

給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い

て
、
各
種
の
所
得
金
額（
給
与
所

得
、
退
職
所
得
を
除
く
）の
合
計

額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

③�

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
て
、
年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ
た

給
与
の
収
入
金
額
と
、
各
種
の
所

得
金
額（
給
与
所
得
、
退
職
所
得

を
除
く
）と
の
合
計
額
が
20
万
円

を
超
え
る
方

④�
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な

ど
で
、
そ
の
同
族
会
社
か
ら
の
給

与
の
ほ
か
に
、
貸
付
金
の
利
子
、

店
舗
・
工
場
な
ど
の
賃
貸
料
、
機

械
・
器
具
な
ど
の
使
用
料
の
支
払

い
を
受
け
た
方

⑤�

給
与
に
つ
い
て
災
害
減
免
法
に�

よ
り
、
源
泉
徴
収
税
額
の
徴
収
猶

予
や
還
付
を
受
け
た
方

⑥�

在
日
の
外
国
公
館
の
勤
務
や
家
事

使
用
人
な
ど
で
、
給
与
の
支
払
い

を
受
け
る
際
に
源
泉
徴
収
さ
れ
な

い
方

▼�

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
あ

る
方

※�

た
だ
し
、
平
成
23
年
分
以
降
の
各

年
分
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金

額
の
合
計
額
が
400
万
円
以
下
で
、

か
つ
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
場

合
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た（
住

民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
）。

▼�

源
泉
徴
収
さ
れ
な
い
退
職
所
得
の

あ
る
方

▼�

上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の

繰
越
控
除
の
特
例
を
受
け
る
方

▼�

土
地
や
建
物
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
方

※�

所
得
金
額
の
合
計
額（
退
職
所
得

金
額
を
除
く
）が
２
千
万
円
を
超

え
る
方
は
、
確
定
申
告
の
際
に�

「
財
産
及
び
債
務
の
明
細
書
」の
提

問
合
せ

　

�

麴
町
税
務
署�

1
３
２
２
１

－

６
０
１
１

　

�

神
田
税
務
署�

1
３
２
９
４

－

４
８
１
１

　

国
税
庁�

http://w
w
w
.nta.go.jp

▼税理士による確定申告無料相談
　税理士による確定申告相談を行います。なお、税理士に申告書の作成を依頼
している方はご遠慮ください。

と　き 会　場 最寄り駅

2 月 1 日㈬・2日㈭
10 時～16 時

◎�パレスサイドビル（一ツ橋１－１
－１） 竹 橋

2月 6日㈪～10 日㈮
11 時～19 時

◎�地下鉄丸ノ内線東京駅改札前新
丸の内ビル側地下通路 東 京

2月 16 日㈭・17 日㈮
10 時～16 時 　�東西線九段下駅管理室隣通路 九 段 下

2月 20 日㈪・21 日㈫
10 時～16 時

◎�飯田橋セントラルプラザ区境
ホール（飯田橋 4－ 10 － 1） 飯 田 橋

2月 20 日㈪～22 日㈬
10 時 30 分～ 14 時 30 分

　�三省堂神保町本店 1 階エレベー
ター前催事スペース（神田神保町
１－１）

神 保 町

2月 23 日㈭・24 日㈮
9時 30 分～ 16 時 30 分 ◎�主婦会館プラザエフ（六番町 15） 四 ツ 谷

3月 8日㈭・9日㈮
9時 30 分～16 時 30 分

◎�東京税理士会麴町支部事務所（九
段北 1－ 3－ 6セーキビル 3階） 九 段 下

2月 16 日㈭～3月 15 日㈭
9時 15 分～17 時（平日12 時
～13 時、土・日曜を除く）

◎�東京国税局共用講堂（大手町 1－
3－3大手町合同庁舎3号館1階）

大 手 町
竹 橋

◎の表示がある会場は e-Tax 対応です。

パソコンによる確定申告センターの開設
　税理士がパソコンによる所得税（譲渡所得を除く）及び個人事業
者の消費税の申告書等の作成におけるアドバイスを行います。パ
ソコンの操作は担当者が手伝います。
と�き　2月 1 日㈬～3月 15 日㈭ 9 時 15 分～17 時（土・日・祝日
を除く）
会�場　アクアプラザ（新宿区西新宿 6－ 5 － 1 新宿アイランド地
下 1階）

※�外部記録媒体（フロッピーディスクやＵＢＳメモリー等）の使用
はできません。
※住所地にかかわらず利用できます。
※�提出された申告書等は、それぞれの住所地（納税地）を所轄する
税務署へ送付します。

各
種
控
除
の
申
告
も
忘
れ
ず
に

　

主
な
所
得
控
除
に
は
、
社
会
保
険

料
控
除
、医
療
費
控
除
が
あ
り
ま
す
。

証
明
書
や
確
認
書
な
ど
必
要
書
類
を

そ
ろ
え
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

平
成
23
年
の
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
、
国
民
年
金
、
介

護
保
険
の
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
で
す
。
年
金
か
ら
引
か

れ
て
い
る
保
険
料
の
ほ
か
、
家
族
の

保
険
料
を
ご
自
身
が
支
払
っ
た
場
合

も
、
確
定
申
告
で
控
除
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問��

合
せ　

国
民
健
康
保
険
料
＝
（区）
保

険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

�

1
５
２
１
１

－

４
２
０
４

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
（区）

　

保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
係

�

1
５
２
１
１

－

４
２
０
６

　

�
国
民
年
金
保
険
料
＝
千
代
田
年
金

事
務
所�
1
３
２
６
５

－

４
３
８
１

　

�

介
護
保
険
料
＝
（区）
高
齢
介
護
課
介

護
保
険
係

�

1
５
２
１
１

－

４
２
２
４

■�

国
民
年
金
保
険
料
は
控
除
証
明
書

の
添
付
を

　

日
本
年
金
機
構
は
、
９
月
30
日
ま

で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

額
を
証
明
す
る「
社
会
保
険
料
控
除

証
明
書
」
を
、
11
月
上
旬
に
送
付
し

ま
し
た
。
確
定
申
告
の
際
は
こ
の
証

明
書
と
、
10
月
１
日
以
降
に
納
付
し

た
保
険
料
の
領
収
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

問�

合
せ　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ

ル（
3
月
15
日
㈭
ま
で
）

�

☎
０
５
７
０

－０
７
０

－１
１
７

※�

Ｉ
Ｐ
電
話
・Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎
０
３�

－６
７
０
０

－１
１
３
０（「
０
３
」

を
省
く
と
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）

※�

受
付
は
、
月
～
金
曜
＝
8
時
30
分�

～
17
時
15
分（
月
曜
は
19
時
ま
で
）、�

第
2
土
曜
＝
9
時
30
分
～
16
時

■
高
齢
者
の
障
害
者
控
除

　

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
区
内
在
住
者
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
、

税
法
上
の
障
害
者
控
除
や
特
別
障
害

者
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の
証

明
書
を
発
行
し
ま
す
。

対
象

①�

障
害
の
程
度
が
精
神
障
害
者
、
知

的
障
害
者
ま
た
は
身
体
障
害
者
に

準
ず
る
と
区
が
認
定
し
た
方

②�

起
き
て
い
る
こ
と
が
困
難
で
複
雑

な
介
護
を
要
す
る
寝
た
き
り
高
齢

者
と
区
が
認
定
し
た
方

申�

請
場
所　

高
齢
介
護
課（
区
役
所

３
階
）

申�

請
で
き
る
方　

本
人
・
親
族
・
法

定
代
理
人
・
本
人
が
代
理
人
と
定

め
る
方　

申
請
に
必
要
な
も
の

・�

障
害
者
控
除
対
象
者
申
請
書

・
申
請
者
の
ハ
ン
コ

・�

申
請
者
を
確
認
で
き
る
も
の（
健

康
保
険
証
・
運
転
免
許
証
・
委
任

状
等
）

・�

対
象
者
の
介
護
保
険
証
の
写
し

　

な
お
、
対
象
者
が
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
場
合
は
、
こ
の
ほ
か
に
、

障
害
の
状
況
等
が
確
認
で
き
る
医
師

の
証
明
書
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

高
齢
介
護
課
管
理
係

�

1
５
２
１
１

－

４
２
２
３

■�

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
医
療
費

控
除

　

介
護
保
険
を
利
用
し
た
と
き
に
支

払
っ
た
自
己
負
担
額
に
は
、医
療
費

控
除
の
対
象
に
な
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
等

の
発
行
す
る
利
用
者
負
担
額
証
明
書

等
で
確
認
で
き
ま
す
。

対�

象　

①
医
療
系
居
宅
サ
ー
ビ
ス

（
訪
問
看
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
居
宅
療
養
管
理
指
導
・

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
短

期
入
所
療
養
介
護
）

②�

前
記
①
の
サ
ー
ビ
ス
を
併
用
し
た

場
合
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス（
訪
問
介

護
の
身
体
介
護
の
み
・
夜
間
対
応

型
訪
問
介
護
・
訪
問
入
浴
介
護
・

通
所
介
護
・
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
・
短
期
入
所
生
活
介
護
・
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
）

③�

介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス（
介
護

費
・
食
費
・
居
住
費
。
た
だ
し
、

　

�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
場
合
は

2
分
の
１
の
額
）

問�

合
せ　

高
齢
介
護
課
介
護
事
業
指

定
係�

1
５
２
１
１

－

４
３
３
６

■
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　

医
師
の
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」
の
代
わ
り
に
、
区
が
発
行

す
る「
確
認
書
」
で
も
医
療
費
控
除

が
認
め
ら
れ
ま
す
。

対�

象　

平
成
22
年
に
支
払
っ
た
お
む

つ
代
の
医
療
費
控
除
を
す
で
に
受

け
、
引
き
続
き
平
成
23
年
も
お
む

つ
代
を
支
払
っ
た
方

※�

確
認
書
は
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
に
使
用
し
た
主
治
医
意
見
書
で

「
寝
た
き
り
状
態
で
あ
り
、か
つ
尿

失
禁
の
発
生
の
可
能
性
が
確
認
で

き
る
場
合
」
に
限
り
発
行
し
ま
す
。

問�

合
せ　

高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係

�

1
５
２
１
１

－

４
２
２
５

イ

ー

タ

ッ

ク

ス

出
が
必
要
で
す
。

※�

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
や
家

財
な
ど
に
被
害
を
受
け
た
方
は
、

所
得
税
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

個
人
が
特
定
寄
附
金
に
該
当
す
る

義
援
金
等
を
支
出
し
た
場
合
は
、

寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
贈
与
税
の
申
告

　

平
成
23
年
中
に
個
人
か
ら
財
産
の

贈
与
を
受
け
、
財
産
の
価
額
の
合

計
額
が
110
万
円
を
超
え
る
方
お
よ
び

「
相
続
時
精
算
課
税
」を
選
択
し
た
方

■�

個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消

費
税
の
申
告

��

基
準
期
間（
平
成
21
年
分
）の
課
税

売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え
る
、
ま

た
は「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届

出
書
」
を
提
出
し
て
い
る
方

■�

法
定
調
書
・
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
を

��

平
成
23
年
中
に
給
与
や
報
酬
等
を

支
払
っ
た
法
人
・
個
人
事
業
者
は
、

法
定
調
書
と
合
計
表
を
１
月
31
日
㈫

ま
で
に
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。ｅ

－

Ｔａ
ｘ
や
Ｃ
Ｄ
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

Ｆ
Ｄ
・
Ｍ
Ｏ
で
の
提
出
も
で
き
ま
す
。

※�

給
与
支
払
報
告
書
・
特
別
徴
収
票

は
、
受
給
者
が
１
月
１
日
現
在
居

住
し
て
い
る
区
市
町
村
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
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■
固
定
資
産
税

①
償
却
資
産
の
申
告

　

１
月
１
日
現
在
、
東
京
23
区
内
で

償
却
資
産（
機
械
や
備
品
な
ど
の
事

業
用
資
産
）を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

資
産
の
所
在
す
る
区
の
都
税
事
務
所

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
告
に
は
、
電
子
申
告
が
利
用
で�

き
ま
す
。詳
し
く
は
、ｅ
L
Ｔ
Ａ
Ｘ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

eltax.jp/

）を
ご
覧
に
な
る
か
、

ｅ
L
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク（
1�

０
５
７
０

－

０
８
１
４
５
９〈
Ｉ

Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
1�

０
３

－

５
７
６
５

－

７
２
３
４〈
平
日

8
時
30
分
～
21
時
〉）へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
住
宅
用
地
の
申
告

　

１
月
１
日
現
在
、
東
京
23
区
内
の

住
宅
の
敷
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
土
地（
住
宅
用
地
）は
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

平
成
23
年
中
に
次
の
い
ず
れ
か
該
当

す
る
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

土
地
の
所
在
す
る
区
の
都
税
事
務
所

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い（
⑴
～
⑶
は

「
固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地
等
申
告

書
」、
⑷
は「
固
定
資
産
税
の
被
災
住

宅
用
地
等
申
告
書
」）。

⑴
住
宅
の
新
築
、
増
築
、
建
て
替
え

⑵
住
宅
の
全
部
又
は
一
部
取
り
壊
し

⑶
家
屋
、
土
地
の
用
途
変
更

⑷�

災
害
等
に
よ
る
住
宅
の
滅
失
、損
壊

－

①
②
い
ず
れ
も

－

申�

告
期
限　
１
月
31
日
㈫

問
合
せ　

千
代
田
都
税
事
務
所　

�

1
３
２
５
２

－

７
１
４
１

広　告

平成24年1月31日㈫　午後6時～午後8時

奥西

エ
ル
タ
ッ
ク
ス

都
税
の
申
告

︵
2
面
関
連
記
事
︶

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
は
、
医
療
保
険（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
、
国
民
健
康
保
険
、
社
会
保

険
な
ど
）と
介
護
保
険
の
両
制
度
で

の
自
己
負
担
額
が
高
額
で
、
限
度
額�

（
図
表
２
）を
超
え
た
場
合
、
超
え
た

部
分
の
金
額
を
被
保
険
者
が
加
入
し

て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
か
ら
支
給

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
医
療
保
険
・
介
護
保
険

の
い
ず
れ
か
の
自
己
負
担
額
が
０
円

の
世
帯
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

申
請
は
、
介
護
保
険
で
発
行
す
る

自
己
負
担
額
証
明
書
を
添
え
、
各
医

療
保
険
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
後
に
医
療
保
険
と
介
護
保
険
か

ら
該
当
す
る
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

計
算
の
対
象
と
な
る
期
間（
計
算
期

間
）　

平
成
22
年
８
月
～
平
成
23
年

　
７
月

支�

給
申
請
等
の
受
付　

平
成
23
年
７

月
31
日
現
在
加
入
し
て
い
た
医
療

保
険
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法　

図
表
１
の
と
お
り

■�

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
制
度�

と
千
代
田
区
介
護
保
険
の
合
算�

の
場
合

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
自
己
負

担
額
証
明
書
は
申
請
後
交
付
ま
で
に

２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

■�

千
代
田
区
国
民
健
康
保
険
と
千
代

田
区
介
護
保
険
の
合
算
の
場
合

　

千
代
田
区
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
方
で
支
給
額
の
あ
る
方
に
は
、
２

月
以
降
に
国
民
健
康
保
険
係
か
ら
申

請
の
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ

　

保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
係

�

1
５
２
１
１

－

４
２
０
６

　

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

　

�

1
５
２
１
１

－

４
２
０
４

　

高
齢
介
護
課
介
護
事
業
指
定
係������

�

1
５
２
１
１

－

４
３
３
６

第
5
回
地
球
市
民
講
座

ベ
ト
ナ
ム
で
の
国
際
協
力
体
験
の
報
告
会

　

昨
年
12
月
15
日
～
22
日
に
ベ
ト

ナ
ム
を
訪
問
し
た
、
千
代
田
区
国
際

協
力
体
験
事
業「
ち
よ
だ
地
球
市
民

ツ
ア
ー
」
の
参
加
者
９
名
が
、
報
告

会
を
行
い
ま
す
。
現
地
で
活
躍
し
て

い
る
国
際
協
力
関
係
に
携
わ
っ
た

方
々
と
の
貴
重
な
出
会
い
、
ベ
ト
ナ

ム
の
少
数
民
族
、
日
本
語
学
校
の
視

察
・
交
流
、
さ
ら
に
は
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
の
足
跡
を
残
す
博
物
館
や
施
設
の

視
察
な
ど
、
参
加
者
が
実
際
に
ベ
ト

ナ
ム
で
得
た
体
験
を
報
告
し
ま
す
。

と�

き　
２
月
８
日
㈬
18
時
30
分
～
20

時
30
分

　

区
が
、
毎
年
配
布
し
て
い
る
環
境

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
環
境
家
計
簿（
２
０
１
１
年
）」
の

提
出
締
切
り
は
、
今
月
末
で
す
。
提

出
し
た
方
に
は
、
取
り
組
み
期
間
に

応
じ
て
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ

ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

提�

出
方
法　

1
月
31
日
㈫
ま
で
に
郵

送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（
5
面
参
照
）

ま
た
は
直
接
、
環
境
・
温
暖
化
対

策
課（
〒
102

－

8688
九
段
南
１

－

２

－

１
区
役
所
5
階
1
５
２
１
１

－

４
２
５
３

３
２
６
４

－

０
２
８
９
）へ
。

環�

境
家
計
簿
と
は　

毎
月
の
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
使
用
量
等
を
記
録

し
、
使
用
量
の
増
減
等
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
省
エ
ネ
行
動
に
役
立
て
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
区
の
ホ
ー
ム�

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.

chiyoda.lg.jp/service/pdf/
d0011388_3.pdf

）か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

�

昨
年
は
、
電
力
不
足
の
影
響
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
等
を
記
録
し

た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
一
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
い
方
を
見
直
し
、
今
後
の
省

エ
ネ
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

エ
コ・ア
ク
シ
ョ
ン・ポ
イ
ン
ト
と
は

　

�　
一
人
ひ
と
り
の
環
境
活
動（
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
）に
対
し
て
、
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
環
境
省
が
推
進
す

る
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
、
商
品
券

や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
等
と
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
エ

コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://eco-ap.

jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

環
境
家
計
簿　

提
出
締
切
り
迫
る

時
会�

場　
西
神
田
庁
舎
6
階（
西
神
田
1

－

3

－

4
）

定�

員　

70
名（
申
込
順
）

申�

込
み　

電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル（
5
面
参
照
）に
希

望
す
る
分
科
会（
①
～
③
）を
記
入

し
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
５
２
８
２

－

３
７
１
１

５
２
８
２

－

３
７
１
８

chiiki@
chiyoda-

cosw
.or.jp

）へ
。

講演
人と人が支えあう福祉のまち
づくり～ちよだ社協の取り組
みから～

分科会

①�支え合いマップ活用法
②�地域の高齢者の上手な誘い�
方～交流方法あれこれ～

③�お隣さんと仲良くなろう！
隣人祭りのすすめ方

▼フオーラムの内容

こ
れ
か
ら
の
ち
よ
だ
の
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
考
え
る

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
町
会
福
祉

部
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
支
え

合
い
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。今
回
、

活
動
す
る
上
で
直
面
す
る
課
題
等
に

つ
い
て
話
し
合
う
た
め
に
下
図
表

の
と
お
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。

と�

き　

2
月
25
日
㈯
13
時
30
分
～
16

所 得 区 分 後期高齢者医療制度
＋介護保険
67万円
56万円
31万円
19万円

国民健康保険＋介護保険
（70歳～74歳の方がいる世帯）

67万円
56万円
31万円
19万円

国民健康保険＋介護保険
（70歳未満の方がいる世帯）

126万円
67万円

34万円

現役並み所得者
一 般

住民税非課税世帯 Ⅱ
Ⅰ

▼図表2　自己負担限度額

▼図表1　申請方法

平成22年8月1日時点に75歳
以上で、計算期間中は千代
田区に住んでいた方

該当する方には、東京都後期高齢者医療広域連合か
ら申請書を１月中に郵送しますので、必要事項を記
入し千代田区保険年金課へ提出してください。

Ａ

平成22年8月1日時点に75歳
以上で、計算期間中に都外か
ら千代田区に引っ越した方

前住所地の後期高齢者医療担当窓口と介護保険担当窓
口に申請して自己負担額証明書の交付を受け、千代田
区保険年金課へご連絡ください。申請書を郵送します。

Ｂ

前住所地の介護保険担当窓口に申請して自己負担
額証明書の交付を受け、千代田区保険年金課へご
連絡ください。申請書を郵送します。

平成22年8月1日時点に75歳
以上で、計算期間中に都内か
ら千代田区に引っ越した方

C

千代田区に住んでいて計算
期間中に75歳になった方

後期高齢者医療制度に加入する前の医療保険担当
窓口に申請して自己負担額証明書の交付を受け、千
代田区保険年金課へご連絡ください。申請書を郵送
します。
自己負担額証明書の申請は、後期高齢者医療制度に
加入する前の医療保険担当窓口にご確認ください。

D

計算期間中に千代田区から
引っ越した方

千代田区高齢介護課に自己負担額証明書の交付申請を
してください。都外に引っ越した方は、千代田区保険年
金課にも自己負担額証明書の交付申請をしてください。

Ｅ

住民税非課税世帯Ⅱ＝世帯全員が住民税非課税でⅠ以外の方
住民税非課税世帯Ⅰ＝世帯全員が住民税非課税で、世帯員全員の各所得が0円（年金収入の
　　　　　　　　　　みで80万円以下）の世帯の方

ち
よ
だ
ご
近
所
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

会�

場　

区
役
所
４
階
401
会
議
室

定
員　

50
名（
申
込
順
）

講�

師　

山
崎
唯
司
さ
ん（
独
立
行
政

法
人
国
際
協
力
機
構
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
市

民
参
加
協
力
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

申�

込
み　

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で�

国
際
平
和
・
男
女
平
等
人
権
課�

（
1
５
２
１
１

－

４
１
６
５
�

kokusaidanjo@
city.chiyoda.

lg.jp

）へ
。

☆広報千代田では有料広告の掲載を募集しています。広告掲載希望は広報広聴課へ。15211 － 4274 ☆
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大
学
生
に
広
が
る
マ
ル
チ
商
法　

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
を

消 

費 

者 

だ 

よ 

り

　

大
学
生
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り

や
す
い
マ
ル
チ
商
法
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。今
回
は
、

そ
の
手
口
と
危
険
性
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
マ
ル
チ
商
法
と
は

　

マ
ル
チ
商
法
と
は
、
販
売
組
織

の
加
入
者
が
消
費
者
に
商
品
な
ど

を
契
約
さ
せ
て
、
そ
の
組
織
に
加

入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を

得
る
仕
組
み
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ビ
ジ
ネ
ス
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

事�

例
１　

大
学
の
友
人
の
紹
介
で

50
万
円
の
投
資
用
教
材
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
購
入
し
た
。
１
人
を
紹
介
す

る
と
10
万
円
の
収
入
が
入
る
と

言
わ
れ
、断
り
切
れ
な
か
っ
た
。

お
金
が
な
い
の
で
学
生
ロ
ー
ン

か
ら
借
り
て
支
払
っ
た
が
、
解

約
し
た
い
。

事�

例
２　

息
子
が
サ
ラ
金
か
ら
借

金
し
て
、
投
資
用
教
材
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
購
入
し
た
。
友
人
に
も
勧
誘

し
て
い
る
様
子
で
、
定
期
的
に

セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

■
マ
ル
チ
商
法
の
注
意
点

　

マ
ル
チ
商
法
は
急
速
に
被
害
が
拡

大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
関
係
が
利
用
さ
れ
ま
す

　

先
輩
・
友
人
・
知
人
な
ど
の
関
係

を
利
用
し
て
販
路
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。「
友
だ
ち
の
頼
み
だ
か
ら
」
と

思
わ
ず
に
冷
静
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー
に
は
注
意
を

　

マ
ル
チ
商
法
で
は
、
販
売
目
的
を

告
げ
ず
に
勧
誘
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
マ
ル
チ
商
法
の

勧
誘
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ず
に
説
明

会
な
ど
に
連
れ
て
行
か
れ
た
り
、
呼

び
出
さ
れ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
会
場
な
ど
で
、
長
時
間
に
わ
た

り
強
引
に
勧
誘
さ
れ
る
可
能
も
あ
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
借
金
を
し
な
い

　

学
生
ロ
ー
ン
を
含
む
サ
ラ
金
に
は

高
額
な
利
息
が
か
か
り
ま
す
。
投
資

取
引
で
得
ら
れ
る
利
益
を
見
込
ん
で

の
借
金
契
約
は
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
借
入
れ
の
際「
定
期
的
な

収
入
を
得
て
い
る
」
な
ど
と
、
ウ
ソ

を
つ
く
よ
う
に
促
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
決
し
て
応
じ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

　

マ
ル
チ
商
法
は
、
契
約
日
か

ら
20
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
に
よ
り
、
解
約
が

可
能
で
す
。

マ
ル
チ
商
法
の
解
約
返
品
権

　

会
員
と
な
り
商
品
を
購
入
し
た

個
人
が
、
入
会
後
１
年
以
内
に
退

会
し
た
場
合
は
、
退
会
申
出
前
90

日
以
内
に
受
け
取
っ
た
商
品
で
未

使
用
で
あ
れ
ば
、
解
約
・
返
品
が

で
き
ま
す
。

自
分
が
加
害
者
に
な
る
こ
と
も

　

自
分
が
販
売
員
と
な
り
友
人
を

誘
う
と
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
る
加

害
者
の
立
場
に
な
り
ま
す
。
紹
介

し
た
友
人
と
の
人
間
関
係
が
悪

化
し
た
り
、
友
人
間
の
金
銭
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
な
が
っ
た
り
し
ま
す
の

で
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

1�

5�

2
１
１

－

４
３
１
４

©千代田区2010

消費生活センター
イメージキャラクター
「キッくん」

　

日
本
国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
籍

に
関
係
な
く
国
民
年
金
に
加
入
し
て

保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

手
続
き
先

・�

第
1
号
被
保
険
者（
学
生
や
自
営

業
者
な
ど
）＝
住
所
地
の
区
市
町

村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
。

・�

第
2
号
被
保
険
者（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
や
公
務
員
）、
第
3
号
被
保
険

者（
第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
る
配
偶
者
）＝
勤
務
先
が
加
入

手
続
き
を
行
う
た
め
個
別
の
手
続

き
は
不
要
で
す
。

月�

額
保
険
料　
１
万
５
千
20
円（
平

成
23
年
度
）

※�

保
険
料
は
毎
年
度
改
定
さ
れ
ま
す
。

保�

険
料
の
猶
予
・
免
除　

学
生
な
ど
、

収
入
が
少
な
い
た
め
に
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
申

請
す
る
と
保
険
料
の
猶
予
や
免
除

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
申
請
せ
ず
に
保
険
料
を
未
納

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
万
一
の

と
き
に
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を�

受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

加
入
の
届
出
と
合
わ
せ
て
、
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

�

☎
５
２
１
１

－

４
２
０
２

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
を

懸
賞
は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ほ
か　

抽
選
会

　

懸
賞
は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
環

境
配
慮
賞
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
公
開
抽
選
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
当
選

者
に
は
、
２
月
中
旬
ご
ろ
に
当
選
通

知
を
お
送
り
し
ま
す
。

と�

き　
２
月
７
日
㈫
10
時
～

会
場　

区
役
所
４
階
401
会
議
室

問�

合
せ　

区
民
生
活
課
商
工
係　
　

�

1
５
２
１
１

－

４
１
８
５

都市計画案を
縦覧します

　

区
は
、
昨
年
９
月
に
商
工
振
興
基

本
計
画
の
改
定
に
向
け
た
意
見
を
募

集
し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え

て「
改
定
千
代
田
区
商
工
振
興
基
本

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
冊
子
は
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

区
民
生
活
課
窓
口（
い
ず
れ
も
区
役

所
２
階
）で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.city.

chiyoda.lg.jp

）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
計
画
の
基
本
理
念

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
し
、
魅

　

区
が
決
定
す
る
２
つ
の
都
市
計
画

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
区
民
・
利

害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間
中
、
区
長

あ
て
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

■
都
市
計
画
案
の
種
類
・
名
称

①�

内
幸
町
地
区
地
域
冷
暖
房
施
設
の

変
更

　

既
設
の
地
域
冷
暖
房
施
設
か
ら
新

築
ビ
ル
へ
熱
供
給
を
行
う
た
め
、
内

幸
町
二
丁
目
地
区
内
に
新
た
な
供
給

導
管
を
設
置
し
、
更
な
る
環
境
保
全

と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
指
す
も
の
で

す
。

②�

大
手
町
・
丸
の
内･

有
楽
町
地
区

地
区
計
画
の
変
更

　

地
区
計
画
の
方
針
に
示
し
た
計
画

的
な
都
市
空
間
の
形
成
を
誘
導
す

る
た
め
、
大
手
町
一
丁
目
地
区
内
で

の
建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
や
広

場
等
の
公
共
空
地
を
定
め
る
も
の
で

す
。

■
縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
期
間

　
１
月
26
日
㈭
～
2
月
9
日
㈭
８
時

30
分
～
17
時（
土
・
日
曜
を
除
く
）

■�

縦
覧
場
所

　

景
観
・
都
市
計
画
課（
区
役
所
5

階
）

■
意
見
書
の
提
出

　

郵
送
ま
た
は
直
接
景
観
・
都
市
計

画
課
都
市
計
画
主
査（
〒
102

－

8688
九

段
南
１

－

２

－

１
1
５
２
１
１

－

３
６
１
０
）

地
域
冷
暖
房
と
は

　

ビ
ル
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
ボ
イ

ラ
ー
、
冷
凍
機
等
の
熱
源
機
器
を
、

一
定
の
地
域
で
地
域
冷
暖
房
プ
ラ
ン

ト
に
集
約
し
、
冷
暖
房
や
給
湯
用
の

蒸
気
、
温
水
ま
た
は
冷
水
等
を
、
配

管
に
よ
り
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

地
区
計
画
と
は

　

地
区
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画

で
、
広
場
等
の
地
区
施
設
や
、
建
物

の
用
途
や
高
さ
制
限
と
い
っ
た
建
替

え
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の
で
す
。

千
代
田
区
商
工
振
興
基
本
計
画
を
改
定

さ
く
ら
美
守
り
隊
に
ご
参
加
を

　

今
年
も
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
す
。
さ
く
ら
美
守
り
隊
は
、
区

の
さ
く
ら
祭
期
間
中
、
千
鳥
ケ
淵

緑
道
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
ゴ
ミ
清

掃
な
ど
の
美
化
活
動
や
さ
く
ら
基

金
へ
の
募
金
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
活
動
開
始
に
当
た
っ
て
、

企
画
・
運
営
の
実
行
委
員
会
を
立

上
げ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と�

き　

①
２
月
18
日
㈯
②
３
月
10

日
㈯
13
時
～
15
時

会�

場　

ち
よ
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
３
階
A
会
議
室（
西
神
田

１

－３

－４
）

申�

込
み　

郵
送
・
電
話
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
E
メ
ー
ル

（
5
面
参
照
）で
ち
よ
だ
環
境

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
窪
田（
〒
101

－

0054
神
田
錦
町
１

－

12�

1
・�

３
２
９
５

－

６
４
８
０

kubo-ta3@
am
ber.plala.

or.jp

）へ
。

中学生の
「人権・環境標語」

優秀作品を表彰

　

区
は「
人
権
」
や「
環
境
」
を
守

り
、
人
と
地
球
に
優
し
い
社
会
を
築

い
て
い
く
た
め
、
区
立
中
学
校
・
中

等
教
育
学
校
の
生
徒
か
ら
標
語
を
募

集
し
、
パ
ネ
ル
展
示
会
を
開
催
し
ま

し
た
。そ
の
中
で
、
人
権
標
語
3
点
、

環
境
標
語
12
点
が
優
秀
作
品
と
し
て

選
ば
れ
、
区
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

環
境
標
語
の
優
秀
作
品
は
、

２
０
１
２
年
版
ち
よ
だ
環
境
カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

人
権
標
語
と
あ
わ
せ
て
、
区
の
ホ
ー�

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.

chiyoda.lg.jp

）で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

問�

合
せ　

人
権
標
語
＝
国
際
平
和
・

男
女
平
等
人
権
課

�

☎
５
２
１
１

－

４
１
６
６

　

�

環
境
標
語
＝
環
境
・
温
暖
化
対
策

課
普
及
啓
発
係�
�

☎
５
２
１
１

－

４
２
５
３

▲
 

環
境
標
語
の
入
賞
者

▲
 

人
権
標
語
の
入
賞
者
と
人
権
擁
護

委
員

力
あ
る
ま
ち
を
創
造
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
次
の
４
点
を
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①�

日
本
・
世
界
に
向
け
て
開
か
れ
た

ま
ち

②�
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
あ
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
あ
ふ
れ
る
ま
ち

③�
生
活
者
目
線
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み

出
す
ま
ち

④�

働
く
人
が
地
域
と
つ
な
が
り
、
新

た
な
才
能
を
見
出
せ
る
ま
ち

■
基
本
目
標�

　

基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
３

つ
の
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

①�

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
～
ニ
ュ�

ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
応
援
し
ま
す

②�

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
～
協
働

ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

③�

中
小
企
業
の
基
盤
整
備
～
元
気
な

中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す

■
計
画
期
間

　

�

平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
の
５

年
間

■�

寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見

意�

見
①　
「
基
本
施
策
と
事
業
計
画
」

は
事
業
内
容
が
総
花
的
に
羅
列
さ

れ
て
い
て
、
事
業
相
互
の
関
連
や

社
会
情
勢
の
認
識
に
お
け
る
位
置

づ
け
が
あ
い
ま
い
な
の
で
は
。

回�

答　

計
画
改
定
検
討
会
議
で
必
要

と
判
断
し
た
施
策
例
を
列
挙
し
て

い
ま
す
。
提
示
し
た
内
容
は
、
商

工
振
興
施
策
推
進
会
議
の
中
で
具

体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

意�

見
②　

中
小
ビ
ル
の
活
性
化
に
向

け
て
は
地
域
の
付
加
価
値
を
高

め
、
魅
力
あ
る
街
並
み
作
り
が
必

要
。
観
光
を
含
ん
だ
大
き
な
視
点

で
取
り
組
む
の
が
望
ま
し
い
。

回�

答　

行
政
と
地
域
や
企
業
・
関
係

団
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
主
体

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
展

開
し
、住
民
・
事
業
者
・
訪
れ
る
方�

々
に
と
っ
て
満
足
度
の
高
い
ま
ち�

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問�

合
せ　

区
民
生
活
課
事
業
推
進
主

査�

☎
５
２
１
１

－

４
３
５
０



区役所の代表電話　3264ー2111（5）No. 1320　24.1.20

区民公開講座
やさしい“放射線と骨粗しょう症”の
はなし
　知っているようで
意外と知らない放射
線と骨についてのお
話です。
　2 月 4 日㈯ 13 時 45
分～16 時（13 時 30 分開場）、いきいき
プラザ一番町地下 1階カスケードホー
ル（一番町 12）、定員 160 名（申込順）、
講師＝鹿島勇さん（神奈川歯科大学理
事長）=写真、電話またはファクシミ
リ（記入例参照）で丸の内歯科医師会
区民公開講座係（☎ 3287 － 2888〈平日
10 時 30 分～17 時 30 分〉 3287 －
2879）へ。

区 民 相 談

消 費 生 活
相 談

成 年 後 見
制 度 相 談

福 祉 専 門
法 律 相 談
（予約制）

区民相談室
（区役所2階）

区内在住・在
勤者

区内在住・在
勤・在学者

区内在住・在
勤・在学者

区内在住者と
その家族、在
勤・在学者

西神田庁舎
3階（西神田1
－3－4）

男女共同参
画センター
MIW相 談 室
（区役所10階）

消 費 生 活
セ ン タ ー
（区役所2階）

区民相談室
（区役所2階）

（区役所10階）

夫婦関係・子育て・セクシュアルハラス
メント・ドメスティックバイオレンスな
どの悩みに女性カウンセラーが応じま
す。＊は英語での相談も受け付けま
す。託児サービス（有料・要予約）あり。

福祉や成年後見制度、消費者被害に
関する悩みごとのほか、相続や遺言の
相談に弁護士が応じます。

成年後見制度の利用相談のほか、後
見活動の悩みや不安にお答えします。

毎日（土・日・祝日を除く）8時30分～
17時

消費生活センター
15211－4314

※話し中の場合
15211－8845

MIW相談室
15211－4316

区民相談室
15211－4176
（月～金曜8時30
分～17時）

社会福祉協議会
ちよだ成年後見センター
15282－3100

2月の各種相談（無料）
名　称 場　所 内　　容 問合せと　き対　象

消費者相談に消費生活相談員が応じ
ます。

毎日（土・日・祝日を除く）
9時30分～16時

多重債務特別相談に弁護士が応じま
す（予約制）。

23（木）13時～15時15分

9（木）鈴木一夫弁護士
23（木）佐野みゆき弁護士
14時～16時20分

毎日（日・祝日を除く）8時30分～17時

MIW相談室
（予約制）

ミュウ

日程が変更になる場合があります。事前にお問い合わせください。

保 健 福 祉
オ ン ブ ズ
パーソン相談 どなたでも区役所会議室

区や事業者が提供する保健福祉サー
ビス全般への不満・苦情を受け付けま
す。郵送での相談も受け付けます。
〒102－8688九段南1－2－1福祉総務
課保健福祉オンブズパーソンへ。

福祉総務課
15211－4210

8（水）池田惠利子委員（社会福祉士）
27（月）横堀昌子委員（青山学院女子短期大学
　准教授）
14時～16時（予約制）

介 護 者 の
た め の
カウンセリング
（予約制）

高齢者を介護
している区内
在住者
区内在住の高
齢者を介護し
ている方

男女共同参
画センター
MIW相 談 室

介護をすることから生じるストレスに
関すること（介護ストレス・家族不仲・家
族間暴力・高齢者虐待等）に専門カウ
ンセラーが応じます。

高齢介護課在宅支援係
15211－42207（火）・21（火）10時～17時

1（水）・3（金）＊・4（土）・9（木）・15（水）・17（金）＊・18（土）・
23（木）・25（土）＊・29（水）
10時30分～15時30分

2（木）・8（水）・10（金）＊・16（木）・22（水）・24（金）＊
17時～21時

法律相談（予約制） 1（水）・3（金）・8（水）・10（金）・15（水）・17（金）・22（水）・24（金）
13時～15時15分

9（木）13時～15時

14（火）13時～15時

16（木）13時～15時

1（水）・21（火）13時～15時
2（木）・9（木）・16（木）・23（木）13時～15時

9（木）・23（木）13時～15時

18 歳末満で
区内在住・在
学のお子さん
がいる家庭

児童・家庭支
援センター
（神田さくら
館6階）

子どもや家庭の相談に臨床心理士が
お答えします。

児童・家庭支援センター
予約相談専用電話
13256－8150

7（火）10時30分～12時
神村富美子さん（臨床心理士）

親 と 子 の
心 理 相 談

区内在住の障
害のある方ま
たはその家族
（障害者手帳
の有無は問い
ません）

障害者就労
支援センター
（生活福祉課
〈区役所3階〉）

障害のある方の就職活動や職業訓練
のアドバイスを行います。また、在職中
の方で職業上の悩みなどの相談も受
け付けます。相談には専門のジョブコ
ーチが応じます。

毎月第3水曜10時～16時
障害者就労
相 談 室
（予約制）

千代田区障害者就労支援
センター
13264－2153
　　3264－0927

税務相談
司法書士相談
人権身の上相談・行政相談・
社会保険労務相談
行政書士相談

不動産相談

土地家屋調査士相談

一般相談

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満1歳～小学校就学前が対象）
　を希望する方は記入
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名を
　忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催しなどの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、
　電話番号を追記。
※費用の記載の無いものは原則無料。
※記入の際、摩擦や熱で消えるインクのペンは　使
用不可。

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校就学前）を希
　望する方は記入
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）⑦生年月日
※託児サービスは本文表示のある場合
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名　 
　を忘れずに。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、
　電話番号を追記。
※費用の記載の無いものは原則無料。

■区主催
　応募時の個人情報は厳重に管理し、当該催し物などの開催のためだけに利用します。
■区以外
　応募時の個人情報は、区と同様に取り扱うように区は主催者に要請していますが、詳
しくは、主催者へお問い合わせください。

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校就
　学前が対象）を希望する方は記入
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校
　名）、所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料
※記入の際、摩擦や熱で消えるイ
　ンクのペンは使用不可。

個人情報について

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校　
　就学前が対象）を希望する方は　
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料
※記入の際、摩擦や熱で消えるイ
　ンクのペンは使用不可。

■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、
その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物の
ためだけに利用しますが、詳しく
は、主催者にお問い合わせください。

―個人情報について―
申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校　
　就学前が対象）を希望する方は　
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料

■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、
その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物の
ためだけに利用しますが、詳しく
は、主催者にお問い合わせください。

―個人情報について―

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校　
　就学前が対象）を希望する方は　
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料
※記入の際、摩擦や熱で消えるイ
　ンクのペンは使用不可。

■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、
その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物の
ためだけに利用しますが、詳しく
は、主催者にお問い合わせください。

―個人情報について―

―個人情報について―
■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物のためだけに利用しますが、詳しくは、主催者にお問
い合わせください。

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校　
　就学前が対象）を希望する方は　
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料
※記入の際、摩擦や熱で消えるイ
　ンクのペンは使用不可。

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※いっとき保育（満１歳～小学校就学前が対
象）を希望する方は記入

　⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名を
忘れずに。

※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、　
電話番号を追記

※費用の記載の無いものは原則無料

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校就学前）を希
　望する方は記入
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）⑦生年月日
※託児サービスは本文表示のある場合
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名　
を忘れずに。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、　
電話番号を追記。
※費用の記載の無いものは原則無料。

公開講座「頭脳スポーツ」
　ボードゲームやカードゲーム、テー
ブルゲーム、パズルなどが楽しめます。
　2月7日㈫ 13 時 30 分～15 時、区内�
在住者 15 名（申込順・障害の有無は問�
いません）、障害者福祉センター「えみ�
ふる」（神田駿河台 2－ 5）、講師＝前野�
茂雄さん（日本頭脳スポーツ協会理事
長）、2月 6日㈪までに電話またはファ
クシミリ（記入例参照）で「えみふる」
（☎ 3291 － 0600 3291 － 0608）へ。

初心者対象「文芸評論家が教える、
小説の書き方」

　群像新人文学賞選考委員の安藤礼二
さん（文芸評論家）を講師に招き、小説
のいろはを学びます。実際に小説を読
み、ショート小説を書くことに挑戦し

ちよだシーズンコンサート
生き物の変

へ ん げ

現

　安倍晴明の出生にまつわる物語「葛
の葉」を辻村寿三郎さんの人形と新内
節で上演します。ほかの演目は「かち
かち山」「狐と弥次郎兵衛」です。
　2月19日㈰15 時～17時（14時30分開�
場）、日経ホール（大手町 1－ 3－ 7日
経ビル 3階）、定員 600 名（全席自由）、
出演＝辻村寿三郎さん（人形師）＝写真・
新内仲三郎さん（新内節）・新内剛士さ
ん（同）ほか、入場料＝大人（高校生以上）
1,000 円／小人（小・中学生）500円
※�チケットは文化スポーツ課（区役所
2階〈平日 9時～17 時〉）または九段�
生涯学習館（九段南 1－ 5－ 10〈9時�
～20 時 30 分〉）で販売しています。

　文化スポーツ課文化振興係
� 15211 － 3628

ます。講師からの講評もあります。
　2 月 28 日・3 月 6 日いずれも火曜
（全 2 回）19 時～20 時 50 分、九段生
涯学習館（九段南 1－ 5 － 10）、区内在
住・在勤・在学者 20 名（抽選）、参加費
＝ 1,000 円、2 月 19 日㈰ 17 時までに
電話またはホームページで九段生涯学
習館（☎ 3234 － 2841 http://www.
kudan-ll〈エルエル〉.info）へ。

区民ダンスパーティー
　2 月 19 日㈰ 12 時 30 分～、スポー
ツセンター卓球場（内神田2－1－8）、�
区内在住・在勤者 100 名（申込順）、参加�
費＝ 1人 1,000 円、2月 10 日㈮までに�
電話またはファクシミリ（記入例参照）
で千代田区アマチュアダンス協会・�
大塚（☎・ 3256 － 0845）へ。

と　　き事業名・対象など

2／13（月）9時～16時
生活習慣病予防相談　
  区内在住で20歳以上の方（通院・入院中の方を除く）
・血管年齢を測定します（栄養と運動）。

健康チェック（予約制）実施場所・問合せ　千代田保健所（九段北1－2－14）15211－8161　65211－8192 

2／2（木）・17（金）13時30分～15時30分心の相談室　区内在住で心の問題で悩んでいる方

エイズ・性感染症（梅毒・クラミジア・淋菌）相談・検査 2／3（金）9時～9時30分

2／3（金）・7（火）・10（金）・14（火）・17（金）・21（火）・
24（金）・28（火）13時～16時

ふん便のノロウイルス検査
  区内在住・在勤・在学者 (有料）
・RT―PCR法 6，000円
・リアルタイムPCR法 9,100円
  事前に採便管を取りに来てください。

2／9（木）9時～10時

健康相談　
　  区内在住で16歳以上の方
・血液・骨密度等の健診を有料で行います。なお、身
  体計測は無料。診断書は発行しません。
・3日前までに申し込んでください。
・結果は原則郵送します。医師の結果説明を希望する
  場合は、翌月の指定日になります（骨密度のみ当日の　
  結果説明可）。

2／9（木）9時～10時

肝炎ウイルス検査
 区内在住の16歳以上の方で過去に肝炎ウイルス検査
 を受けていない方
・3日前までに申し込んでください。
・結果は原則郵送します。医師の結果説明を希望する
  場合は、翌月の指定日になります。

2／3（金）・7（火）・10（金）・14（火）・17（金）・21（火）・
24（金）・28（火）13時～15時

オー

細菌検査（赤痢・腸チフス・パラチフス・サルモネラ・
O157の健康管理検便）
  区内在住・在勤・在学者（有料）
・予約不要（事前に採便管を取りに来てください）
・腸管出血性大腸菌Ｏ26およびＯ111の検便も行います
  （料金別途）。

オー

みんなでエンジョイドッヂビー
　フリスビーで行うドッジボールです。
　2月11日㈷ 10 時～12 時、富士見小
学校体育館（富士見 1－ 10 － 3）、定員
50 名（申込順）、ファクシミリまたはＥ
メール（記入例参照）で文化スポーツ
課スポーツ振興係（☎5211 － 3627
3264 － 7989 bunkasupotsu@
city.chiyoda.lg.jp）へ。
※�スポーツウェア・シューズ（室内用）
を着用してください。



節分福まき会
と�き　2 月 3 日㈮午後 1 時～ 2 時
30 分

会�場　高齢者セン
ター
内�容　第１部＝講
演会「笑いと健
康」松本光正さ
ん（医師）＝写真、第 2部＝豆まき
※当日直接会場へ。
※�豆をまいていただける 60 歳以上
の辰年（たつどし）の方と 90 歳以
上の方を募集します。1 月 31 日
㈫までに電話または直接高齢者
センター窓口（神田神保町 2－ 20
☎ 3265 － 3981 ／午前 9 時～午
後 5時）へ。

高齢者センター　講演会

「ニュースキャスターの見た社会」
　アナウンサーの
露木茂さん＝写真
による、講演会（無
料）を開催します。�
視聴者へニュース�
をいち早く正確に�
伝える立場から、
さまざまな出来事を振り返り、明
るい社会について語ります。
と�き　2月 10 日㈮午後 1時 30 分～
3時

定�員　100 名（申込順／チケットを
お渡しします）

対象　60 歳以上の区内在住者
会場　高齢者センター
申�込み　直接高齢者センター窓口
（神田神保町 2 － 20☎3265 －
3981 ／午前 9時～午後 5時）へ｡

※電話での申込みはできません。
※�高齢者センターの利用証または
年齢と住所の確認できる物をお
持ちください。

千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

No. 1320　24.1.20（6）
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保健ガイド（予約制）
 と　　き 事 業 名・対 象 な ど

実施場所・問合せ　千代田保健所（九段北1－2－14）
15211－8161　65211－8192 

2／3（金）・10（金）・17（金）・24（金）
午前9時30分～午後2時30分

一般精神デイケア 
　区内在住で心の病気のある方

難病リハビリ教室（相談・指導） 2／22（水）午後1時30分～3時

在宅療養者訪問指導（保健師・理学療法士） 随時実施

2／1（水）・8（水）・15（水）・22（水）・29（水）
午前9時30分～11時
午後1時30分～3時
※22日（水）は午前のみ

機能訓練 
　要介護認定を受けていない20歳以上の
　区内在住で身体の機能維持・回復を必
　要としている方

会　　場 と　　　き毎週

2／7・14・21・28 午前10時～正午

2／6・13・20・27 午前10時～正午

2／6・13・20・27 午後2時～4時

2／7・14・21・28 午後1時30分～3時30分

富士見区民館（富士見1－6－7）

かんだ連雀（神田淡路町2－8－1）

　町区民館（　町2－8） 火

火

岩本町ほほえみプラザ（岩本町2－15－3）

高齢者センター（神田神保町2－20）

神田公園区民館（神田司町2－2）

ちよだパークサイドプラザ（神田和泉町１）

富士見あんず館（富士見1－11－8）

神田児童館（外神田3－4－7昌平童夢館5階）

2／1・8・15・22・29 午前10時～正午

2／1・8・15・22・29 午後1時30分～3時30分

2／2・9・16・23 午前10時～正午

2／2・9・16・23 午後1時30分～3時30分

2／3・17 午後1時30分～3時30分

2／3・17 午前10時～正午

水

水

木

木

第1・3
金
第1・3
金

月

月

高齢介護課介護予防係　15211－4222
※区内在住で65歳以上の方、当日直接会場へ。シルバートレーニングスタジオ

いきいきプラザ一番町（一番町12）

と　き 内　容 定員・参加費会場および集合場所

※各サロンは週2日～5日開室。このほかにもいろいろなプログラムを用意しています。

はあとサロン
高齢者が気軽に立ち寄れる交流スペースです。

対　象　60歳以上の区内在住者（申込順）　
申込み　前日までに、各サロンへ直接申し込むか
　電話またはファクシミリ（5面参照）で社会福祉
　協議会（15282－3711 65282－3718）へ。

一番町はあとサロン
（一番町12）

2月17日（金）
午前11時～午後0時30分 ボディケア 8名

無料

三崎町ふれあいサロン
（三崎町3－1－17）

2月9日（木）
午前10時30分～正午 ボディケア 8名

無料

かんだ連雀はあとサロン
（神田淡路町2－8－1）

2月18日（土）
午後2時～3時 和楽器の演奏会 15名

無料
ジロールはあとサロン
（神田佐久間町3－16－6）

2月27日（月）
午前10時30分～正午 囲碁交流会 8名

無料

シルバー人材センター
パソコン教室

　パソコン初心者向けの教室です。
とき・コース等　下表のとおり
会�場　西神田庁舎 5階（西神田 1－
3－ 4）

対�象　区内在住で 55 歳以上のパソ
コン初心者
内�容　①＝パソコン入門コース（マ
ウス・キーボード操作等）
　�②④＝ワード初級コース
　③＝エクセル初級コース
※②～④は基本操作のできる方
参加費　3,000 円（教材費は別途）
申�込み　2 月 3 日㈮までに電話で
▼パソコン教室の日程表

コース と　き 定員
① パソコン入門コース 2月14日～3月6日の

毎週火曜（全4回）
午前10時～正午

各回7名
（抽選）

② ワード初級コース 午後2時～4時
③ エクセル初級コース 2月16日～3月8日の

毎週木曜（全4回）
午前10時～正午

④ ワード初級コース 午後2時～4時
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健康ちぇっく（予約制）実施場所・問合せ　千代田保健所（九段北1－2－14）15211－8161　65211－8192 

栄養相談
　生活習慣病の予防と改善、離乳食など食事に関する相談 随時受付9時～17時

と　き事業名・対象など

2／27（月）13時30分～15時

ビーバー教室
　区内在住の11か月～1歳6か月児とその保護者（対象者に
　は生後11か月に通知します）
・離乳完了期のお口の機能に合わせた食べ方やむし歯予防
 のポイント、離乳の完了と間食のとり方について

2／21（火）15時30分～16時30分
食べ方相談室
　区内在住の乳幼児の保護者
・食事に時間がかかる、丸飲みする、好き嫌いが多い、口にた
 めて飲み込まないなど、子どもの食べ方に関する相談

2／21（火）13時30分～15時
もぐもぐ教室
　区内在住の6か月児と保護者
・食べ方の発達や離乳食に関する講習会、予約不要（対象
 者には通知します）

2／14（火）14時～14時30分アレルギー相談
　0歳～15歳のアレルギー相談

2／6（月）・13（月）・20（月）13時30分～16時まま・ぱぱ学級
　主に初妊婦（妊娠中期）とその家族

2／9（木）・22（水）13時～16時
2／4（土）・15（水）9時～11時

歯科保健相談（歯科健診）
　区内在住の乳幼児・学童・妊産婦の方
※歯科健診やむし歯予防のためのフッ化物塗布など

のびのび子育て 掲載した写真を差しあげます。詳しくは、広報広聴課へ。

児童館・児童センター
■�西神田児童センター「親と子の観劇
会」
　人形劇団プークが「三びきのやぎの
がらがらどん」「ぼちぼちいこか」を
上演します。
　2月8日㈬14時～、西神田2－6－2☎
5215－ 9062、当日直接児童センターへ。
■四番町児童館「新年お楽しみ会」
　お正月ゲームを楽しんで、お雑煮を
食べます。家族揃ってお越しください。
　1月28日㈯13時30分～15時30分、四�
番町11☎ 3234－ 3084、当日直接児童館
へ。
■�一番町児童館「つなげよう！異世代
の輪、地域の輪」
　世代を越えて、地域の輪を広げる交
流の一日です。ステージ発表のほか、
昔遊びや昔の食事のコーナーなどがあ
り、どなたでも参加できます。
　1月 28日㈯ 13時 30分～16時、一番�
町10☎3230－0866、当日直接児童館へ。

子育てサロン　参加者募集
　子育て中の親同士の仲間作りや地域
のボランティアに子育ての悩みも相談
できます。気軽にご参加ください。
■子育てサロン in�神田公園区民館
　2月 22日㈬ 14時～16時、神田公園
区民館 3階（神田司町 2－ 2）、参加費
＝1組 300 円（お菓子 ･飲み物付き）
■親子でゆったりティータイム
　管理栄養士に、子どもの栄養のこと
を相談できます。
　2 月 16 日㈭ 15 時～16 時 30 分、フ
ルーツエリア鶴（麴町 4－ 7 － 2 サン
ライン第 7ビル地下 1階）、定員 10 組
（申込順）、参加費＝ 1組 1,000 円�（フ
レッシュジュース・デザート付き）

－いずれも－
　区内在住の未就園児とその保護者
など、電話・ファクシミリまたはＥ
メール（5面参照）にお子さんの氏名・
年齢を記入し社会福祉協議会（☎ 5282
－ 3711 5282 － 3718 chiiki@
chiyoda-cosw.or.jp）へ。

▲ 区民ホールコンサート「希望」ー東日本
大震災復興支援

シルバー人材センター（☎ 5282
－ 3721）へ。
※�申込みが定員に満たない場合は、
開催を中止する場合もあります。



■ふじみこども園
　1 ～ 2 歳児の親子 5 組（申込順）、
富士見 1－ 10 － 3 ☎ 3263 － 1009、
1 月 31 日㈫までに要予約

－いずれも－
と�き　2月 3日㈮ 10 時～ 11 時
※いずみこども園は 10 時 30 分～

区役所の代表電話　3264ー2111（7）No. 1320　24.1.20

CES ウォーキングプラス冬鳥観察
お濠と日比谷公園の冬鳥たち

　都会に暮らす身近な野鳥たちをゆっ
くりと観察してみませんか。
　2月 18 日㈯ 13 時日比谷交差点角集�
合（日比谷交番前）～15 時 30 分（雨�
天・荒天中止）、小学 3 年生以上の方
20 名（申込順）、参加費＝大人 500 円／
中学生以下 300 円（資料代・保険料）、
2 月 10 日㈮までにファクシミリまた
はＥメール（5 面参照）で CES 推進協
議会（☎・ 5211 － 5085 info@
chiyoda-ces.jp）へ。
※�参加者にはエコ・アクション・ポイ
ント（3面左下参照）100 ポイントを
配付

保育園・こども園
■�麴町保育園「楽しみサタデー　いっ
しょに作りませんか」
　ステキな花のコサージュ作りを一緒
に楽しみましょう。2月 4日㈯ 10 時～
11 時 30 分、三番町 7 ☎ 3261 － 7960、
2 月 1 日㈬までに要予約
■西神田保育園「人形劇」
　劇団貝の火が｢一寸法師｣ などを上演
します。2月 2日㈭ 10時～11時 30分、�
西神田2－6－2☎5215－9060、要予約
■四番町保育園「おおきくなったかな」
　保育園入園前のお子さんの身長・体
重を測ります。育児相談もあります。
2月 9 日㈭ 10 時～16 時、四番町 11 ☎
3234 － 2269、要予約

2 月 3 日は節分の日 「鬼は外、福は内」

開設日 診療科目 診療時間 実施場所電話番号（開設日のみ）

2月の休日応急診療

1 5211－8202

1 5211－8203

1 5211－8197
※受診するときは、事前に電話でお問い合わせください。※健康保険証が必要です。
※受付は診療時間終了の30分前までです。

千代田保健所5日 ・ 11日
12日 ・ 19日
26日           

内科・小児科
歯 科
調 剤 薬 局

9時～22時

9時～17時

9時～22時
最寄り駅＝九段下駅
（5番出口徒歩1分）

●消防署病院案内（24時間）
　丸の内　3215－0119　　　町　3264－0119　　神田　3257－0119

●医療機関案内サービス「ひまわり」（24時間） 5272－0303
 http://www.himawari.metro.tokyo.jp

●消防庁救急・相談センター（24時間）　1♯7119（ダイヤル回線からは13212－2323）

休
日
診
療
案
内
等

■平日準夜間の小児科診療（月～金曜19時～22時、 中学生以下）
　ちよだこども救急室・駿河台日本大学病院（13293－1711神田駿河台1－8－13）

問合せ　千代田保健所（九段北1－2－14）
15211－8161　65211－8193 

※�歩きやすい服装で、防寒着・温かい
飲み物をお持ちください。また、双
眼鏡があると便利です。

5月の保養施設の利用申込み 区民生活課管理係15211－4181

○保養施設の予約は現地のみで受け付けます。インターネットで空室状況の確認や予約をする場合は〔千
　代田区のホームページ→施設案内→家族やグループ旅行に→各施設のホームページ〕をご覧ください。
○箱根千代田荘・湯河原千代田荘・嬬恋自然休養村は、どなたでも利用できます。
○受付開始日が休館にあたる場合は、休館日の前日から受け付けます。また、2泊以上を希望する場合は、
　宿泊の初日が受付の基準日です。
○箱根千代田荘・湯河原千代田荘を利用する区内在住者で、行き帰りに小田急線に乗車する場合は、区役
　所・出張所で運賃が割引になる割引証を発行します。
○電話での申込みは10時30分～18時。フリーダイヤルは区内の固定電話からのみ通話可能です。
○メレーズ軽井沢の土曜・休前日利用の当初予約申込み数は、繁忙期（年末年始など）と同様に1グル
　ープあたり計2室（棟）までに制限しています。

区内在住の方は3か月前の
同日（休館の場合は前日）の
10時30分から受付
（例＝5/10泊の場合は2/10）

区内在住・在勤・在学の方は抽選（2月実施）の申込みができます。
詳しくは、上記の記事をご覧ください。
抽選後の4月1日（日）から電話での申込みを受け付けます。

区内在住以外の方は2か月
前の同日（休館の場合は前
日）の10時30分から受付
（例＝5/10泊の場合は3/10）

5／10（木）～12（土）・16（水）・17（木）・23（水）・24（木）・30（水）・31（木）
5／8（火）～10（木）・14（月）・15（火）
5／8（火）・9（水）・22（火）～24（木）
5／7（月）・15（火）～17（木）

区　内
在住者

その他
の　方

4月27日～
5月6日泊
(GW期間中）

箱 根

嬬 　 恋
軽 井 沢

湯 河 原

予
約
申
込
み

5
月
7
日
〜
31
日
泊

利
用
で
き
な
い
日

箱根千代田荘
湯河原千代田荘
嬬恋自然休養村
メレーズ軽井沢

10460－86－1150
10465－63－1153
10279－96－1280
10267－45－2676

   0120－05－4150
   0120－008－267
   0120－26－1280
   0120－45－2676

60460－86－1151
60465－63－3014
60279－96－1282
60267－45－0920

・

・

　利用したい施設へ電話でお申し込
　みください。
　ファクシミリやインターネットでも
　申し込めますが、電話が優先です。
　満室の場合はキャンセル待ちを受
　け付けます。
　箱根・湯河原のインターネットの受
　付開始は左記の電話の受付開始
　のおおむね3日後になります。

4月のスポーツ施設の利用申込み スポーツセンターのみ5月分
施　設　名 申込期間 抽選 空施設受付 利用できない日

外 濠 公 園
☎ 3341－1731

野　球 往復ハガキで、
2/10（金）～ 20（月）
（消印有効）� ※1

2/27（月）
九段生涯
学習館

3/20（祝）
8 時 30 分～
（申込順）� ※ 2

4/1（日）・15（日）
※ 3

テニス ※ 3

花 小 金 井 運 動
施 設（ 野 球 ）

往復ハガキで、
2/1（水）～ 20（月）
（必着）� ※ 1

3/1（木）
九段生涯
学習館

3/2（金）
10時～（申込順）
九段生涯学習館

九段生涯学習館
へお問い合わせ
ください。

スポーツセンター
☎3256 － 8444

所定の用紙で、
2/1（水）～ 20（月）
（必着）� ※ 4

3/1（木）
スポーツ
センター

3/2（金）
10時～
（申込順）

休館日
5/21（月）

※ 5

※ 1　往復ハガキ（5面参照）で九段生涯学習館（〒102－0074 九段南 1－5－10 ☎ 3234－2841）へ。
※ 2　外濠公園の空き状況は外濠公園管理事務所（☎ 3341－1731）へお問い合わせください。
※ 3　�外濠公園は、利用できる日でも時間帯によっては利用できない場合があります。詳しくは、

外濠公園管理事務所へお問い合わせください。
※ 4　所定の用紙をスポーツセンター（〒101－0047 内神田 2－1－8）へ。
※ 5　スポーツセンターは団体利用・個人利用の区別があります。詳しくは、お問い合わせください。

　＊外濠公園の利用申込みについて、ハガキに名前貸しなどの不正行為が多数出ています。
　　実際に利用する方の名前で責任を持って申し込んでください。

GW 期間中の保養施設利用
2 月に抽選

■�4 月 27 日㈮～ 5月 6日㈰の宿泊は
抽選で受付
　区内在住・在勤・在学者は、2月 1
日㈬～ 8日㈬（必着）に、申込専用ハガ
キで希望施設に申し込んでください。
※�申込専用ハガキは区民生活課（区役
所 2階）、出張所、ちよだパークサ
イドプラザ（神田和泉町 1）、千代田
図書館（区役所 10 階）、日比谷図書
文化館（日比谷公園 1－ 4）、神田ま
ちかど図書館（神田司町 2－ 16 神田
さくら館内）、昌平まちかど図書館
（外神田 3－ 4－ 7昌平童夢館内）で
配布します。
■電話予約は 4月 1日㈰から
　抽選終了後の 4月 1日㈰ 10 時 30 分
から、各施設で電話予約を受け付けま
す（下関連記事参照）。抽選に落選した
方や申し込まなかった方は、この日以
降に申し込んでください。満室の場合
はキャンセル待ちを受け付けます。
　区民生活課管理係� ☎ 5211 － 4181

発達支援・特別支援教育
理解促進のための講演会

　発達障害など、特別な支援が必要な
子ども等に対し、生まれてから就労に
至るまで適切な継続的支援を行うため
には、周囲の理解が不可欠です。
　教育委員会は、発達障害等を解説し
たパンフレットを作成しました。これ
を多くの方に活用してもらうため、専
門家による講演会を開催します。
　2 月 18 日㈯ 13 時～15 時、区役所
4 階 401 会議室、講師＝榊原洋一さん
（お茶の水女子大学教授）、2 月 13 日
㈪までに電話・ファクシミリまたは
Ｅメール（5面参照）で指導課（☎ 5211
－ 4286 3288 － 3420 shidou@
city.chiyoda.lg.jp）へ。
※�託児サービス（生後 2か月～未就学
児、有料〈1,000 円〉・2 月 6 日㈪まで

千代田区ジュニアスキー教室

　3月 23日㈮ 19時（スポーツセンター
前出発）～25日㈰、菅平高原ダボスス
キー場（長野県上田市／リゾートロッジ
花す画）、区内在住･在学の小学3年生～
6年生 35 名（申込順）、参加費＝ 25,000
円（バス代・宿泊代・傷害保険料等）、�
2月17日㈮（必着）までに往復ハガキ（5
面参照 ･1 枚 5名まで）に代表者名と全
員の必要事項を記入し千代田区スキー�
協会・石井（〒101－ 0047内神田2－ 1
－ 8スポーツセンター内千代田区体育
協会気付☎090－1531－6147）へ。

▲ 全国高等学校文芸コンクール入賞を区長
へ報告（左・八尾奈々子さん、右・政谷瞳
さん〈いずれも九段中等教育学校 5 年〉）

　節分のお話を聞いたり、豆まきをし
たりします。
■麴町保育園
　就学前の親子 5組（申込順）、三番町
7☎ 3261 － 7960、要予約
■神田保育園
　就学前の親子 5組（申込順）、神田淡
路町 2－ 12 ☎ 3253 － 6258、要予約
■西神田保育園
　就学前の親子 5組（申込順）、西神田
2－ 6－ 2☎ 5215 － 9060、要予約
■四番町保育園
　就学前の親子、四番町 11 ☎ 3234 －
2269、要予約
■いずみこども園
　神田和泉町1☎ 3866－ 9938、要予約

区立保育園・こども園　子育て支援事業

に要予約）あり。
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　2 月 24 日㈮まで開催中のミニ展
示「辻永の絵で見る皇居の花々」に
関連して、セミナーを開催します。
皇居は、都心でありながら豊かな自
然が残っており、1年を通してさま
ざまな植物が見られます。今回は、
宮内庁庭園課に長年勤務した講師
が、皇居に咲く四季折々の植物の鑑
賞法を解説します。
と�き　1 月 31 日㈫ 18 時～19 時 30
分
会�場　千代田図書館第 1･2 研修室
（区役所 9階）

定員　23 名（申込順）�
講師　平馬正さん（日本庭園研究家）

②情報探索講習会
「毎日Newsパック」活用法
～20世紀の大事件を調べてみよう～
　「毎日Newsパック」は、毎日新聞
や雑誌「週刊エコノミスト」の記事を
キーワードで検索できるオンライン
データベースです。また、明治～平
成の重大事件の記事をまとめた「20 世
紀 2001 大事件」では、各時代の事件
を写真とともに振り返ることができま
す。今回は、これらの使い方を解説し
ながら、事件を多角的に調べる方法を
紹介します。
と�き　2月 10 日㈮ 19 時～20 時 30 分
会�場　千代田図書館情報探索コーナー
（区役所 9階）
対�象　パソコン操作ができる方 12 名
（申込順）
講師　坂田有美さん（毎日新聞社）

－①②いずれも－
申�込み　電話または直接千代田図書
館カウンター（区役所10階☎ 5211
－ 4289〈平日10時～18時〉）へ。

③千代田 Web 図書館で公開
明治・大正期の東京・江戸・千代田
区関係図書
　千代田図書館は、国立国会図書館
近代デジタルライブラリーから、明
治・大正・昭和前期に刊行された
千代田区関係図書や発禁本関係図
書など約 300 点を電子画像で譲り
受け、千代田Web図書館（https://
weblibrary-chiyoda.com）を通じて
50点を公開しました。その中には「東
京市史稿　皇城篇」や「江戸年中行
事図絵」など興味深い地域資料が多
数含まれています。残りの 250 点も
今後順次公開していく予定です。
※�千代田Web図書館は、区内在住・
在勤・在学者向けのサービスです
が、これらの公開資料など、一部
の資料はどなたでも利用できます。
　千代田図書館� 15211 － 4289

千代田図書館

① ミニ展示関連セミナー

　　　皇居に咲く四季の花々

ＳＵＭＯササイズ
　裸足で行う相撲風かんたんエクササ
イズです。
　2月11日㈷10時30分～11時30分、
スポーツセンター相撲場、16 歳以上
の女性 15 名（申込順）、指導＝佐野静
香さん（ミズノグループ専属インスト
ラクター）、参加費＝下図表のとおり、
2月 5 日㈰までに参加費を添えて直接
スポーツセンター（内神田 2－ 1 － 8
☎ 3256 － 8444）へ。

一般 すぽすた会員

区内在住者 600 円 400 円

その他の方 700 円 500 円

初心者のためのウォーキング教室
　2 月 23 日～3 月 15 日の毎週木曜
（全 4 回）10 時～11 時（3/8・15 は 12
時まで）、スポーツセンター・皇居周
辺、16 歳以上で杖

つえ

を使わないで歩行
可能な方 20 名（抽選）、太島里実さん�
（FWI フィットネスウオーキングイ
ンストラクター）、参加費＝下図表の
とおり、2 月 10 日㈮（必着）までに往
復ハガキ（1 人 1 枚・5 面参照）に緊
急連絡先を記入しスポーツセンター
（〒 101 － 0047 内神田 2 － 1 － 8 ☎
3256 － 8444）へ。

一般 すぽすた会員

区内在住者 1,600 円 1,200 円

その他の方 2,400 円 2,000 円

　下図表のとおり情報交流会を開催し
ます。

と�き　2月 22 日㈬ 18 時 30 分～ 20 時
30 分

定員　10 名（申込順）

② MIW ビデオサロン＆カフェ
女性監督にカンパイ！
　この作品は、映画製作に情熱をかた
むける 12 人の女性監督たちの心の中
の本音を聞き出したユニークなトーキ
ングドキュメンタリーです。監督＝山
崎博子／ 2007 年日本作品（87 分）
と�き　2 月 17 日㈮⑴ 14 時 30 分～／
⑵ 18 時 30 分～（各回終了後カフェ
あり）

定員　各回 25 名（申込順）
－①②いずれも－

申�込み　電話・ファクシミリまたはＥ
メール（5 面参照）でMIW（15211
－ 8845 5211 － 8846 miw@
city.chiyoda.tokyo.jp）へ。

③ MIW インターネット体験教室
　インターネットの初心者を対象にイ
ンターネットの基礎知識、基本操作、
安全対策等を学びます。
と�き　2 月 23 日㈭⑴ 14 時～15 時／
⑵ 18 時 30 分～19 時 30 分

定�員　各回 2名（抽選）
申�込み　2月 15 日㈬（消印有効）まで
に往復ハガキ（5面参照）に希望時間
を記入しMIW（〒102 － 8688 九段
南 1－ 2－ 1）へ。

－①②③いずれも－
会�場　MIW（区役所 10 階）
※�託児�サービス（有料・2週間前まで
に要予約）あり

男女共同参画センター M
ミ ュ ウ

IW

①情報交流会 MIW 千夜一夜第 81 夜
MIW で仲間と集う夜　ようこそ！交流会『しゃべり場』へ

1
部

「登録団体の活動を知ろう」
MIWで活動する登録団体の活
動紹介

2
部

「しゃべり場」
MIWと登録団体の関係づくり・
MIWの事業・MIWの活用方法
などを話し合う

ニュースポーツ講習会
　2月 17 日～3 月 2 日の毎週金曜（全
3 回 ）18 時 30 分～20 時 30 分、 ス
ポーツセンター 3階主競技場（内神田
2 － 1 － 8）、区内在住・在勤者 40 名
（申込順）、競技種目＝下図表のとお
り、参加費＝ 650 円（保険料を含む）、
ファクシミリまたはＥメール（5 面参
照）で文化スポーツ課スポーツ振興係
（☎5211 － 3627 3264 － 7989
bunkasupotsu@city.chiyoda.lg.jp）へ。
※�スポーツウェア・シューズ（室内用）
を着用してください。

競技種目 内　容

ビーチボール
バレー

ビーチボールを使いバ
ドミントンコートで行
う 4人制バレーボール

シャフル
ボード

ディスクをキューで滑
らせ得点を競うゲーム

MXテしビで
1月22日㈰放送

No.352ビデオ広報「わがまち千代田」
　ビデオ広報わがまち千代田No.352
は、1月 23日㈪から区役所 2階や出
張所等の区立施設、区のホームペー
ジでご覧いただけます。
主な番組内容
・平成 24 年成人の日のつどい
・�児童館クリスマスイベント（神田
児童館）
・光都東京・LIGHTOPIA2011=写真
・�わたしのまちの美術館「三菱一号
館美術館」
■MXTV
　MXテレビ（東京メトロポリタン
テレビ・9チャンネル）で 1月 22 日
㈰ 12 時から放送
■ケーブルテレビ
　東京ケーブルネットワーク（TCN・
11チャンネル）で毎日 6回（※）15分

間放映しています。週替わりで最新
作と過去に制作した作品をお送りし
ています。最新号No.352 は 1月 23
日㈪～1月 29日㈰に放映します。
＊�開局地域で、ケーブルテレビに加
入している方がご覧になれます。
問�合せ　広報広聴課☎5211 －�4174�

http://www.city.chiyoda.lg.jp
※ 6 時・9時・12 時 30 分・16 時 30 分・18 時・21 時 30 分（毎月 1日のみ 6時・9時・18 時）

　3 名のアーティストが千代田区に約
1か月滞在し、作品を制作、グループ
展として展示します。
会�場　アーツ千代田 3331（外神田 6
－ 11 － 14 旧練成中学校）

参�加アーティスト　鈴木昭男さん／西
山美なコさん／タムラサトルさん
■結果報告グループ展
と�き　2月 4日㈯～ 19 日㈰ 12 時～ 19
時（火曜休場）
■関連イベント
①トークイベント
　アーティスト 3名が、作品への思い
や、秋葉原の街について語ります。
とき　2月 4日㈯ 19 時～ 21 時
②�ワークショップ「点音（おとだて）」
in3331
　講師とともに町中へ出かけ、さまざ
まな音に耳を傾けます。見つけたス
ポットを記録し、お互いに発表しあい
ます。参加者の記録は、展覧会の中で
も展示します。

とき　2月 5日㈰ 13 時～ 16 時
講師　鈴木昭男さん
定員　10 名（申込順）
持ち物　筆記用具・カメラ
③�「顔ランプを作ろう」タムラサトル
によるワークショップ
　電球をデコレーションして光る顔を
作ります。作った電球は展示会場でも
発表します。
と�き　2 月 11 日㈷14 時 30 分～ 16 時
30 分

講師　タムラサトルさん
定�員　15 名（抽選・小・中学生優先）
④ギャラリートーク
　展示中の作品を解説します。
とき　2月 11 日㈷13 時～ 14 時

－①②③④いずれも－
申�込み　開催日の前日までに電話ま
たはＥメール（5 面参照）でアーツ�
千代田 3331（☎ 6803 － 2441 ws1�
@3331.jp）へ。

アーティスト・イン・レジデンス
アーツ千代田 3331

▼ フクジュソウ（写真提供＝平馬正さん）
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区
民
の
皆
様
に
は
、お
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
は
、東

北
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。当
財
団
は
、プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
と
協
力
し
、釜
石
市
や
大
槌

町
を
中
心
に
被
災
地
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も

息
の
長
い
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、大
震
災
は
区
及
び
当
財

団
に
多
く
の
教
訓
を
残
し
ま
し

た
。区
民
の
８
割
の
方
々
が
マ
ン

シ
ョ
ン
住
ま
い
と
い
う
本
区
に
お

き
ま
し
て
は
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
震

災
対
策
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。当
財
団
は
、従
来
か
ら
マ

ン
シ
ョ
ン
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
が
、こ
の
大
震
災
を

教
訓
に
区
の
関
係
部
署
と
の
連
携

を
一
層
強
化
し
な
が
ら
防
災
対
策

を
含
む
総
合
的
な
マ
ン
シ
ョ
ン
居

住
支
援
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

一
方
、大
震
災
に
加
え
、円
高
や

ユ
ー
ロ
圏
の
金
融
不
安
な
ど
、区

内
中
小
企
業
の
経
営
環
境
は
一
段

と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。当

財
団
と
い
た
し
ま
し
て
は
、経
営

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト

の
充
実
を
図
る
な
ど
、区
と
連
携

し
て
中
小
企
業
経
営
者
の
皆
様
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、当
財
団
は
公
益
財
団
法

人
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
が
、こ
れ
を
機
に
こ
れ
ま
で
以

上
に
公
共
を
担
う
団
体
と
し
て
の

義
務
と
責
任
を
自
覚
し
、職
員
一

丸
と
な
っ
て
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

区
民
の
皆
様
に
は
、引
き
続
き

当
財
団
に
対
す
る
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

理
事
長
　
　

若
林
　

尚
夫

『第４回千代田ビジネス大賞』
エントリー企業紹介③　６社
ビ ジ ネ ス 大 賞 の エ ン ト リ ー 企 業 を 紹 介 し ま す 。

次回「ちよだ青空市」は2月1日㈬

三喜産業株式会社
◦卸売業　◦ニュービジネス部門他
当社は商品を使う人、扱う人、作る人、いわばみ
んながともに喜びを分かち合える仕事をすること
を企業理念とし、いわば「ＷｉｎＷｉｎ」の関係
を広く社会にご理解いただくため社名を「三喜産
業」としております。

http://www.mikisangyou.co.jp

株式会社箸勝本店
◦高級割り箸販売　◦文化伝統部門
一流の味、本物の味、料理の内容にこだわれば、
直接、そのお料理を口に運ぶお箸が料理の味を左
右すると言っても過言ではありません。ただ食べ
るのではなく、「いいお箸で美味しいお食事を」と
いうのが私共の願いです。

http://www.hashikatsu.com

株式会社サガワ
◦金庫・耐火キャビネット等製造販売　
◦自由（世界初の静脈式金庫の開発）部門
指静脈金庫・耐火金庫・売上金保管庫・特注金庫
の製造販売、その他セキュリティ製品全般の製造
販売を行っています。こんな金庫が欲しいという
お客様の用途に合わせた製品を設計・製造致しま
すので是非ご相談ください。

http://www.sagawa-safe.co.jp

株式会社ＭＯＮＯＫＯＦＵ
◦ペットフード卸　◦経営革新部門
毛髪を郵送するだけで「ヒト」の健康状態と内部
被ばくを測定する「メディ・セルフ」を企画・開発。
毛髪でストレスや放射能汚染による内部被ばく８
項目と体機能測定ができる画期的な健康度測定の
新しいシステムです。

http://www.monokofu.co.jp

グリーンパートナー株式会社
◦卸・小売業　◦環境貢献部門
弊社運営の一番町ショップは、地球環境に優し
く、社会貢献できる商品を「快適、得する、便利、
楽しい」をキーワードに世界最高輝度のミニプロ
ジェクタ―、健康フライパン、ガラスコーティン
グなどを世界から求め提供しています。

http://www.green-pt.jp

デジタルコースト株式会社
◦パッケージソフト業　◦ニュービジネス部門
我々のミッションは、変化に挑戦する勇気を持っ
た、すべての企業と従業員の成功に貢献すること
です。今年10月末に米国セールスフォース・ドッ
トコムとの資本提携を行い、クラウドサービス専
業企業へと生まれ変わりました。

http://www.digitalcoast.co.jp

　今年で４回目となる「千代田ビジネス大賞」の
表彰式を２月22日㈬に開催します。
　今回は23社がエントリーし、書類選考を経て
17社が２次審査（現地調査）に進みました。表彰
企業は当日発表となります。
　表彰式当日は、レセプションルームにてエント
リー企業同士の交流の場を設けます。一般見学も
できますので、是非ご来場ください。
と　き　平成24年２月22日㈬
会　場　ちよだプラットフォームスクウェア５階 
　　　　会議室
問合せ　産業まちづくりグループ
　　　　☎３２３３－７５５８

財 団 法 人 ま ち み ら い 千 代 田

平成24年　年頭の御挨拶
編集　（財）まちみらい千代田
〒101-0054  千代田区神田錦町3-21
ちよだプラットフォームスクウェア4階 
TEL3233-7555（代）   FAX3233-7557
http://www.chiyoda-days.jp
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平
成
23
年
10
月
６
日
㈭
か
ら
全

８
回
に
わ
た
り
開
講
さ
れ
た
、
千

代
田
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
塾（
女
性
起

業
家
編
）は
、
12
月
１
日
㈭
に
修

了
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

受
講
生（
20
代
か
ら
60
代
）は
、

多
忙
の
中
、
自
身
の
目
標
・
希
望
・

夢
の
実
現
に
向
か
い
熱
心
に
受
講

さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
地
方
か
ら

通
っ
て
こ
ら
れ
る
方
、
受
講
期
間

中
に
開
業
さ
れ
た
方
も
お
り
、
勉

強
以
外
に
も
受
講
生
同
士
で
の
情

報
交
換
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
輪
を
広
げ
、
活
発
に
交
流

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
講
生
の
中
か
ら
、
起

業
塾
に
合
わ
せ
て
ち
よ
だ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
２
階
に

開
設
さ
れ
た
「
女
性
起
業
家
支
援

オ
フ
ィ
ス
」
に
て
実
際
に
開
業
さ

れ
る
方
も
生
ま
れ
、
と
て
も
活
気

の
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
、
継
続
し
た
形

で
の
起
業
塾
開
講
の
要
望
や
、
担

当
講
師
の
方
々
と
の
継
続
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
望
等
が

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

問�

合
せ
　

産
業
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ☎

３
２
３
３

－

７
５
５
８

千
代
田
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
塾
（
女
性
起
業
家
編
）

　
　
　
　
　
盛
況
の
う
ち
に
修
了

次回のちよだ青空市は２月１日㈬10時～14時の開催です。。
問合せ　ＮＰＯ法人農商工連携サポートセンター
　　　　☎５２５９－８０９７
住　所　〒101-0054東京都 千代田区神田錦町３－21
　　　　ちよだプラットフォームスクウェア1207
　　　　地下鉄東西線竹橋駅3B出口より徒歩２分
　　      http://www.npo-noshokorenkei.jp/index.html

「第４回千代田ビジネス大賞」表彰式

▲財団入居施設ちよだプラットフォームスクウェア外観
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ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
『
マ

ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
に
関
す
る

相
談
』
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
首

都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会 

都

心
区
支
部
」
の
協
力
を
得
て
、
マ

ン
シ
ョ
ン
無
料
相
談
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
毎
回
４
名
の
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
が
皆
様
の
相
談
を
お
受

け
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

相
談
は
１
回
30
分
程
度
、
予
約

の
方
を
優
先
し
ま
す
。

　

事
前
に
相
談
内
容
等
に
つ
い

て
、
ま
ち
み
ら
い
千
代
田
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
よ
り
的
確
な
ア
ド

バ
イ
ス
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

と�

き
　

毎
月
第
３
水
曜
15
時 

～ 

17
時（
当
日
受
付
は
16
時
ま
で
）

会�

場
　

ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
４
階
ま
ち
み
ら

い
千
代
田
（
神
田
錦
町
３

－

21
）

　

な
お
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
日
常

生
活
や
建
物
の
維
持
管
理
等
の
ご

相
談
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
各

種
助
成
制
度
の
申
請
に
つ
い
て
の

相
談
等
は
、
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問�

合
せ
　

住
宅
ま
ち
づ
く
り
グ
ル

ー
プ
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12
月
17
日
㈯
に
千
代
田
区
役
所

で
開
催
し
た
第
４
回
の
理
事
長
連

絡
会
に
は
、
13
名
の
理
事
長
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
千
代
田
区
環
境
安
全

部
防
災
課
か
ら
、
防
災
備
蓄
品
に

つ
い
て
、
①
何
を
何
日
分
く
ら
い

備
蓄
す
れ
ば
良
い
の
か
、
②
マ
ン

シ
ョ
ン
の
高
層
階
か
ら
、
け
が
人

や
自
力
で
階
段
を
下
り
ら
れ
な
い

居
住
者
を
、
階
段
を
使
っ
て
下
ろ

す
た
め
の
搬
送
器
具
、
③
停
電
時

に
家
庭
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
使
っ
て

発
電
す
る
た
め
の
発
電
機
の
紹
介
、

④
そ
の
他
簡
易
ト
イ
レ
の
使
い
方

等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
購
入
費
用
に

つ
い
て
、
安
価
な
発
電
機
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
管
理
組
合
で
防

災
備
蓄
品
の
購
入
を
検
討
し
て
い

る
が
置
き
場
所
に
困
っ
て
い
る
等

の
質
問
・
意
見
が
あ
り
、
理
解
が

深
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
で
は
、
管
理

組
合
が
所
有
す
る
駐
車
場
の
空
き

問
題
に
よ
り
苦
労
し
て
い
る
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、

管
理
組
合
の
役
員
の
な
り
手
が
い

な
い
・
長
く
役
員
を
続
け
て
い
る

方
も
お
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
り

事
情
が
異
な
る
も
の
の
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
感
じ

ま
す
。
理
事
長
連
絡
会
で
は
参
加

理
事
長
間
で
の
話
し
合
い
で
課
題

解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
を

願
う
と
と
も
に
、
内
容
に
よ
っ
て

は
、
財
団
か
ら
専
門
家
の
派
遣
を

行
う
等
の
工
夫
も
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
現
在
の
情
報
提
供
に
つ

い
て
意
見
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
毎

月
送
ら
れ
て
く
る
情
報
が
届
く
の

が
遅
い
、
同
じ
内
容
の
情
報
が
重

な
っ
て
届
く
等
の
指
摘
を
受
け
、

提
供
の
内
容
や
方
法
に
つ
い
て
も

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
理
事
長
連
絡
会
を
定
例

化
し
、
千
代
田
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン

の
意
見
を
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
運
営
し
て
い
き
ま
す
。
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最
近
は
新
製
品
の
流
行
廃
り
の

ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
半
年
も
す
る

と
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
話

を
よ
く
聞
き
ま
す
。
今
回
は
そ
ん

な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
何
を

し
た
ら
良
い
の
か
を
考
え
て
み
ま

す
。

　

日
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法

の
基
本
的
な
取
組
み
は
、
市
場
調

査
に
よ
っ
て
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
た
上
で
、
見
込
市
場
の
選

択
、
見
込
客
の
選
択
、
商
品
特
性

の
検
討
等
を
行
い
、
商
品
開
発
、

価
格
設
定
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
設
定
、

販
売
促
進
計
画
等
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
の
組
立
を
検
討
す
る
こ

と
で
す
。

　

そ
し
て
、
計
画
→
実
施
→
検
証

→
見
直
し
の
管
理
サ
イ
ク
ル
を
回

し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
継

続
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
自
社

商
品
な
ら
で
は
の
「
ブ
ラ
ン
ド
価

値
」
を
築
く
こ
と
が
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
目
標
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
の
よ
う
に
個
人
の
好
み
や

嗜
好
が
重
視
さ
れ
る
モ
ノ
余
り
時

代
で
は
、
商
品
の
独
自
性
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
「
ブ
ラ
ン
ド
力
」
が
商

品
の
売
れ
行
き
を
左
右
す
る
た
め
、

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
差
別
化
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
原
因
と
し
て
、
市

場
規
模
が
小
さ
く
な
り
新
製
品
を

投
入
す
る
余
地
が
な
い
こ
と
、
各

メ
ー
カ
ー
の
生
産
技
術
水
準
が
均

質
化
し
た
こ
と
で
製
品
開
発
力
の

格
差
が
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
が
「
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
」

と
言
わ
れ
る
現
象
で
す
。
農
産
物

や
燃
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
よ
う
に
、

そ
の
商
品
性
に
お
い
て
差
別
化
が

難
し
く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

の
基
本
取
組
み
を
適
用
す
る
こ
と

が
難
し
い
商
品
を
指
し
て
言
う
言

葉
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
は
、
原
点
に

立
ち
返
っ
て
「
自
社
の
強
み
」
を

再
点
検
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
で
他
社

と
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
現
在
で
は
、
自
社
の
強
み
や

独
自
性
を
顧
客
の
価
値
観
と
ど
こ

で
ク
ロ
ス
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

例
と
し
て
、「
経
験
価
値
戦
略
」

を
と
っ
た
サ
ン
ト
リ
ー
社
の
緑
茶
・

伊
右
衛
門
や
、「
独
自
価
値
創
造
戦

略
」
を
と
っ
た
ア
ッ
プ
ル
社
の
ｉ
Ｐ

ｏ
ｄ
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

競
合
と
の
差
異
を
追
い
か
け
る

の
で
は
な
く
、
自
社
の
特
徴
や
強

み
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
消
費
者

に
対
し
て
何
で
貢
献
で
き
る
の
か

を
考
え
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

私
が
担
当
し
て
い
る
農
商
工
連

携
・
６
次
産
業
化
事
業
で
も
、
国

産
ザ
ー
サ
イ
、
国
産
ア
ン
チ
ョ
ビ

の
生
産
・
加
工
な
ど
、
同
様
の
取

組
み
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
こ
そ
自
社
の
強
み
を
生
か
し

て
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
を
目
指
す

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※ 

こ
の
コ
ラ
ム
の
全
文
は
千
代
田

day's

「
中
小
企
業
応
援
リ
レ
ー

コ
ラ
ム
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
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プ

☎
３
２
３
３

－７
５
５
８

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
に
対
応
す
る

中
小
企
業
診
断
士

　
山
崎

　
隆
由

　
氏

マ ン シ ョ ン

無 料 相 談 会

が
ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

～
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
た
め
に
～

『
危
機
に
立
ち
向
か
え
！
中
小
企
業
』
（4）

第
４
回
　

千
代
田
区
マ
ン
シ
ョ
ン
理
事
長
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

地
震
災
害
時
に
エ
レ
ベ
ー
タ
が
止

ま
り
、
閉
じ
込
め
ら
れ
て
も
、
住

民
の
協
力
で
自
ら
脱
出
で
き
た
ら
、

そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
大
地

震
の
際
に
は
、
広
域
で
エ
レ
ベ
ー
タ

が
同
時
に
ス
ト
ッ
プ
す
る
。
救
出
案

件
が
増
大
す
る
中
で
、
技
術
者
自

身
も
被
災
し
、
道
路
及
び
通
信
イ

ン
フ
ラ
が
マ
ヒ
す
る
な
ど
、
悪
条
件

が
重
な
る
。
自
ら
の
判
断
と
技
術

で
救
助
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
一
人
で

も
多
く
の
命
を
助
け
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
適
切

な
ス
キ
ル
を
持
っ
た
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
、
互
い
に
協
力
し
合
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
。

　

様
々
な
エ
レ
ベ
ー
タ
に
対
応
で
き

る
技
術
を
提
供
し
、
救
出
訓
練
と
、

ご
く
簡
単
な
ア
ク
シ
ョ
ン
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
構
築
を
目
指
す
活
動
を
行

う
、
独
立
系
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
を

中
心
と
す
る
運
動
が
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
そ
う
し
た
訓
練
を
通
し
て
安

心
と
信
頼
を
生
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

形
成
さ
れ
れ
ば
、
災
害
事
前
復
興

を
実
現
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

※ m
ini

コ
ラ
ム
に
つ
い
て
…
…

生
活
に
関
す
る
情
報
や
、
い

ざ
と
い
う
時
役
に
立
つ
情
報

な
ど
を
、
専
門
家
の
方
に
書

い
て
い
た
だ
く
コ
ラ
ム
で
す
。
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備えあれば憂いなし
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